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A view of classifying the areas infested with the mythical 
predators of cattle and horses, Shii, into two categories : 

Special reference to the missing link, a Zen Buddhist 
monk, Tesson Gensakuʼs versatile activities （Part 1）

KOMMA�Toru

Abstract

　　This� author� has� already� composed� three� papers� on� Shii�（Komma�
2021,� 2022a,� 2022b）.�The�present�paper� is�a� sequel� to� the�first�and� the�
second�papers.
　　In�the�first�paper,�the�author�tentatively�clarified�the�historical�pro-
cess�of�the�formation�of�the�notion�of�Shii.�Several�old�Chinese�books�im-
ported�into�Japan�refer�to�Shii�（Sei�in�Chinese）�stating�that�it�can�mirac-
ulously�sneak�into�anybodyʼs�chamber�at�any�time�without�being�noticed,�
and�often�harms�anybodyʼs�eyes�and�limbs,�and�may�even�kill�its�victims�
at�times.
　　Though� these� Chinese� books� never� include� cattle�（nor� horses）�
among�Shiiʼs�victims,�when�the�natives�of�the�Nagato�and�Suou�domains�
in�westernmost�Honshu�suffered�from�massive�fatalities�of�their�cattle�in�
the�early�17th�century,�they�believed�Shii�to�be�the�supernatural�cause�of�
the� incident.�After� several� decades,� a� Shintou�priest� living� in� the�Suou�
domain,�who�was�sent�to�a�village�in�the�Chikuzen�domain�in�northern-
most�Kyushu,�witnessed�an� incident� in�that�region�similar�to�theirs.�So,�
he� confidently� and� eagerly� recommended� the� villagers� to� find� and� kill�
raccoon-dog-like� creatures.� Somehow,� they� successfully� hunted� some�
heads.�Hence,�Shii�leaped�into�infamy�in�nearby�villages.
　　An�exclusively� famous�Confucian,� KAIBARA�Ekiken,� in� the�Chikuzen�
domain�at�that�time,�wrote�about�the� incident�vividly� in�his�book�titled�
“Chikuzennokuni-nochinofudoki”.
　　This� resulted� in� the� high� notoriety� of� Shii� in� the� western� half� of�
Honshu�and�all�of�Kyushu�and�Shikoku.�The�first�paper�may�be�summa-
rized�in�this�way.
　　In� the� second�paper,� the� author� compares�his� first� paper�with�Dr.�
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KISHI�Hiroshiʼs�papers.�Kishi�is�a�veterinarian,�who�identified�rinderpest�
as� the� etiological� cause� of� the� massive� fatalities� of� native� cattle� in� his�
homeland,� the� Nagato� and� Suou� domains� at� that� time,� by� referring� to�
many� archives� that� satisfied� his� five� conditions,� that� included�（a）�only�
cattle,�（b）�who�were�infected�with�virus,�（c）�and�who�died�（d）�rapidly,�

（e）�and�massively.�He� is� the�only�person�who�substantiated� the�actual�
existence�of� the�great�outbreaks�of�rinderpest�during�the�early-modern�
times�in�Japan.�His�papers�assisted�the�author,�as�now�we�can�safely�say�
that� the�myth�of�Shii� in� Japan�originated�mainly�due� to� the� two�great�
rinderpest�outbreaks�during�the�early-modern�period�in�Japan.
　　The�next�question�is�why�the�very�notion�of�Shii�arose�suddenly�in�
western�Japan�during�the�period�of�the�massive�death�toll�caused�by�the�
Kyouhou�great�famine�in�1732�which�did�not�fulfill�Kishiʼs�five�conditions�
mentioned�above,�because�not�only�cattle�but�horses�also�died� in�great�
numbers.
　　In� the� second� paper,� the� author� insists� on� the� following.� The� ex-
tremely�miserable�experiences�during�the�two�great�outbreaks�of�rinder-
pest�in�the�early-�and�mid-17th�century,�made�the�native�peasants�realize�
that�horses�could�substitute�their�dead�cattle�as�plowing�animals.�Hence,�
they� feared� the� Kyouhou� great� famine,� during� which� their� horses� and�
cattle�died,� leaving�behind�no�plowing�power,�other�than�human�beings�
themselves.
　　This�particular�paper,�as�the�sequel�to�the�above-mentioned�papers,�
takes�up�the�following�two�final�topics,�（1）�“Where,�when,�how,�and�by�
whom�was�the�notion�of�Shii�originated�in�Japan?”�and�（2）�“Why�does�a�
Shii�harm�horses�only,�but�not�cattle,�in�the�Chikuzen�and�Higo�domains,�
while�it�originally�harmed�cattle�only�in�the�Nagato�and�Suou�domains?,”�
with� the� proviso� that� the� last� half� will� appear� on� the� following� Issue�
No. 212� of� the� “Jinbun Kenkyu”�（Studies� in� Humanities）� in� September�
2024.
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九
、
東
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
シ
イ
の
宇
宙

　
　

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

筆
者
は
一
人
類
学
徒
で
あ
り
、
専
門
の
歴
史
研
究
者
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
僭
越
の
謗
り
を
免
れ
な
い
と
重
々
承
知
し
な
が
ら
も
、

日
本
近
世
史
の
研
究
に
は
一
つ
の
大
き
な
盲
点
、
な
い
し
は
死
角
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
史
学
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
が
、
日
本
近
世
期
に
於
け
る
牛
疫
の
流
行
と
い
う
重
大
な
歴
史
事
実
の
認
識
を
欠
き
、
そ
れ
を
完
全
に
度
外
視
し
て
日
本

近
世
史
の
展
開
を
論
じ
て
き
た
が
ゆ
え
で
あ
る
。

　

牛
疫
は
、
フ
ン
人
の
西
方
へ
の
侵
攻
（
＝
ロ
ー
マ
帝
国
の
衰
退
）
や
東
部
及
び
南
部
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
化
を
初
め
、
世
界
史
上

の
数
多
く
の
大
変
動
に
長
ら
く
密
接
不
可
分
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
日
本
で
も
、
古
く
か
ら
牛
を
飼
養
す
る
農
業
の
先
進
地
帯

だ
っ
た
西
日
本
の
社
会
、
文
化
、
信
仰
、
民
俗
―
特
に
そ
の
差
別
・
被
差
別
の
構
造
―
に
極
め
て
大
き
く
、
且
つ
不
可
逆
的
な

諸
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
。

　

小
稿
は
、
近
世
の
西
日
本
に
於
け
る
牛
疫
の
流
行
と
そ
れ
に
纏
わ
る
民
俗
形
成
の
歴
史
過
程
を
大
胆
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

＊
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牛
（
ま
た
は
牛
馬
）
を
広
域
的
に
大
量
死
さ
せ
る
と
江
戸
時
代
以
来
西
日
本
一
帯
で
広
く
信
じ
ら
れ
て
、
農
民
た
ち
を
戦
慄
さ
せ

て
き
た
、
シ
イ
（
★
）
と
い
う
妖
獣
が
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
シ
イ
の
そ
う
し
た
信
仰
と
そ
れ
に
纏
わ
る
民
俗
慣
行
を
人
類
学
の
全
体

論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
時
空
を
横
断
し
て
再
考
し
、
近
年
三
本
の
論
文
で
大
胆
な
見
解
を
世
に
問
う
て
き
た
。

　

た
だ
し
、
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
シ
イ
を
巡
る
古
今
の
言
説
の
根
底
に
は
、
極
め
て
深
刻
な
曖
昧
さ
、
或
い
は
自
己
矛
盾
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
著
し
い
不
整
合
が
あ
る
。
実
は
、
そ
れ
を
ど
う
克
服
し
て
論
理
的
に
論
述
で
き
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
絶
え
ず
腐

心
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
、
い
わ
ば
呻
吟
し
つ
つ
論
文
を
書
い
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

試
し
に
、
こ
こ
で
そ
の
曖
昧
さ
の
重
大
な
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
シ
イ
概
念
の
形
成
に
は
牛
疫
流
行
の
惨
禍
の
集
合
的
経
験
の

記
憶
が
密
接
不
離
に
関
っ
て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
シ
イ
概
念
創
発
の
地
を
山
口
県
北
西
端
の
地
域
に
求
め
る
の
が
、
歴
史
的
に
も
、
論

理
的
に
も
至
極
妥
当
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
地
域
の
シ
イ
害
防
除
を
祈
念
す
る
火
祭
で
あ
る
「
牛
灯
」
は
、「
柱
松
」
と
も
呼
ば

れ
る
と
従
来
屈
託
な
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
ま
さ
し
く
牛
馬
の
安
寧
を
祈
念
し
て
山
口
県
下
の
他
地
域
で
広
く
盛
ん
だ
っ

た
柱
松
儀
礼
の
み
な
ら
ず
、
牛
灯
そ
れ
自
体
ま
で
も
が
（
牛
に
限
ら
ず
）
牛
馬
の
大
量
死
の
防
除
を
祈
念
す
る
行
事
だ
と
何
の
疑
い

も
な
く
解
説
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
先
に
触
れ
た
三
本
の
論
考
で
、
シ
イ
を
巡
る
そ
の
屈
折
し
た
認
識
の
捩
じ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
、
如
上
の
混
乱
の
霧
を

晴
ら
す
新
生
面
を
切
り
開
こ
う
と
努
め
た
。
た
だ
し
、
論
理
整
合
的
に
読
み
解
け
る
類
の
課
題
か
ら
着
手
し
た
結
果
、（
い
か
に
厄

介
で
も
）
本
来
な
ら
真
先
に
解
決
し
て
お
く
べ
き
最
も
重
い
課
題
に
十
分
に
踏
み
込
ん
で
来
な
か
っ
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
そ
れ
を

省
て
、
遅
ま
き
な
が
ら
も
そ
の
解
決
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
中
国
由
来
の
★
（
セ
イ
）
概
念
に
触
発
さ
れ
て
、
日
本
独
自
の
シ
イ
概
念
と
そ
の
民
俗
を
育
ん
だ
、
シ
イ
揺
籃
の
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故
地
（
正
系
）
が
江
戸
時
代
最
初
期
の
長
門
国
大
津
地
方
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
共
に
、
シ
イ
民
俗
の
歴
史
的

な
形
成
と
変
化
の
過
程
の
概
要
を
復
元
す
る
こ
と
を
も
目
指
す
。
民
俗
に
も
歴
史
的
な
形
成
過
程
と
変
成
が
あ
る
と
す
る
認
識
が
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
シ
イ
概
念
は
、
発
表
済
み
の
論
文
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
三
四
／
二
〇
二
二
ｂ
、
七
七
－
七
八
）
で
も
軽
く
触
れ

た
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
筑
後
国
で
も
「
傍
系
」
が
独
自
に
成
立
を
見
て
い
た
。
し
か
も
、
シ
イ
が
襲
う
の
が
、
長
門
国
で
は
（
少
な

く
と
も
当
初
は
）
牛
の
み
、
一
方
筑
後
国
で
は
一
貫
し
て
馬
の
み
と
対
照
的
で
あ
っ
て
、
両
地
域
の
シ
イ
概
念
に
は
こ
の
点
に
於
て

明
確
な
乖
離
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
イ
概
念
の
複
線
的
な
形
成
を
強
く
推
定
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
稿
は
、
そ
こ
で
、
両
地

域
を
繫
ぐ
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
（
欠
け
た
鐶
）
を
突
止
め
、
且
つ
そ
の
地
域
的
分
岐
（
正
系
／
傍
系
）
が
生
じ
た
歴
史
的
な
背
景

も
究
明
す
る
。

　

小
稿
は
、
以
上
の
着
眼
点
か
ら
、
略
々
次
の
内
容
を
骨
子
と
し
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
時
代
最
初
期
に
（
確
認
で
き
る
我
が
国
最
古
の
）
牛
疫
の
流
行
が
長
門
国
北
西
端
で
初
発
し
て
、
西
日
本
一
円
に
蔓
延
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
長
門
国
の
非
識
字
の
人
々
は
、
多
様
な
招
福
・
防
災
を
祈
念
す
る
（
恐
ら
く
修
験
道
に
起
源
を
持
つ
）
在
来
の
火
祭

で
あ
る
「
柱
松
」
を
シ
イ
防
除
に
特
化
し
た
「
牛
灯
」
へ
と
読
み
替
え
て
「
流
用
」（
或
い
は
「
代
入
」）
し
、
或
る
禅
僧
に
よ
る
触

媒
作
用
に
呼
応
す
る
、
独
特
の
シ
イ
民
俗
を
形
成
し
て
行
っ
た
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
一
般
に
民
俗
文
化
（folk�culture

）
の
形
成
に
は
、
識
字
的
な
高
文
化
（high�culture

）
の
触
媒
作
用
が

不
可
欠
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
シ
イ
の
場
合
、
江
戸
時
代
最
初
期
に
、
長
門
国
北
西
部
の
禅
寺
の
住
持
で
あ
る
一
人
の
高
僧
が
、
中

国
の
★
（
セ
イ
）
の
概
念
を
読
み
替
え
て
独
自
の
シ
イ
概
念
を
導
い
て
人
々
に
告
げ
知
ら
せ
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
、
ま
さ
し
く
そ
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の
触
媒
作
用
に
当
た
る
と
見
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
民
衆
側
の
こ
の
「
代
入
」
と
高
文
化
の
側
の
「
荘
厳
化
」（
美
化
＝
誇
張
の
一
形
式
、
後
述
）
と
い
う
、
本
来
別
々
の

主
体
と
指
向
性
を
持
つ
二
つ
の
力
が
相
乗
的
に
作
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
シ
イ
が
牛
だ
け
で
な
く
馬
も
襲
う
と
す
る
、
シ
イ
概
念
の

強
化
さ
れ
た
新
た
な
内
包
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
層
重
要
な
の
は
、
そ
の
後
の
享
保
の
大
飢
饉
（
西
日
本
最
大
の
飢
饉
）
で
牛
馬
が
共
に
大
量
死
し
た
結
果
、
シ
イ
概
念
が
大
き

く
変
質
し
、
シ
イ
の
属
性
が
牛
馬
を
共
に
襲
う
妖
獣
へ
と
一
躍
強
化
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
強
化
さ
れ
た
新
た
な
属
性
こ
そ
が
、

シ
イ
を
牛
馬
大
量
死
の
（
一
元
的
な
）
災
因
と
見
做
す
見
解
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
牛
馬
を
襲
う
、
い
わ
ば
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
シ
イ
」
に
差
し
向
け
ら
れ
る
増
幅
さ
れ
た
恐
怖
が
、
既
に
旧

稿
で
論
証
し
た
九
州
の
場
合
（
小
馬　

二
〇
二
二
ａ
、
九
五
－
九
六
）
と
全
く
同
様
に
、
長
門
・
周
防
両
国
で
も
急
劇
に
高
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
に
、
シ
イ
防
除
を
主
目
的
と
す
る
形
で
の
柱
松
行
事
が
長
門
・
周
防
両
国
で
格
段
に
広
範
囲
で

盛
ん
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
シ
イ
跋
扈
し
、
牛
疫
猖
獗
す
る
文
明
先
進
地
帯

　

さ
て
、
前
近
代
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の
間
の
地
理
的
・
心
理
的
な
距
離
感
の
決
定
的
な
差
が
、
日
本
列
島
を
社
会
・
文
化

的
に
東
西
に
二
分
し
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
遅
く
と
も
平
清
盛
が
覇
を
唱
え
た
時
代
か
ら
、
玄
界
灘
・
響
灘
・
瀬
戸
内
海
の
沿
岸

部
を
回
廊
東
端
部
と
し
て
展
開
さ
れ
る
対
外
海
上
交
易
の
権
益
の
掌
握
が
、
日
本
国
家
を
政
治
・
経
済
的
に
支
配
し
、
統
治
す
る
上
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で
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
因
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
西
日
本
の
中
で
も
、
新
た
な
文
明
の
波
に
常
に
真
先
に
洗
わ
れ
続
け
た
玄
界
灘
・
響
灘
沿
岸
部
一
帯
の
地
政
学
的
な

優
位
性
は
、
種
々
の
外
来
の
疫
病
に
不
断
に
曝
さ
れ
続
け
る
宿
命
性
と
皮
肉
に
も
裏
表
一
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
西
日
本
で
も
、

シ
イ
害
の
惨
禍
を
余
所
に
先
ん
じ
て
、
且
つ
極
め
て
深
刻
な
形
で
経
験
し
た
の
も
ま
た
、
同
じ
そ
の
地
域
で
あ
り
、
地
形
上
の
要
因

か
ら
、
分
け
て
も
長
門
国
北
西
端
の
一
帯
が
そ
の
焦
点
と
な
っ
た
。

　

西
日
本
の
西
端
部
が
大
陸
・
半
島
と
の
交
流
の
卓
越
し
た
窓
口
だ
っ
た
こ
の
時
代
、
そ
の
文
明
交
流
の
主
要
な
回
路
に
沿
う
山
陽

地
方
で
開
発
が
進
ん
だ
（
正
の
側
面
）
の
に
対
し
て
、
山
陰
地
方
は
牛
疫
を
初
め
と
す
る
諸
疫
倒
来
の
最
前
線
と
し
て
苦
難
を
甘
受

し
続
け
て
き
た
（
負
の
側
面
）
の
で
あ
る
。
大
内
氏
・
毛
利
氏
の
時
代
、
周
防
国
の
首
邑
山
口
と
長
門
国
西
端
の
辺
境
大
津
郡
と
が
、

そ
の
正
負
の
両
側
面
を
各
々
最
も
よ
く
象
徴
し
て
い
た
と
言
え

（
1
（

る
。

1
．
西
日
本
の
「
シ
イ
・
牛
複
合
」

　

江
戸
時
代
、
物
産
帳
の
類
で
、
シ
イ
（
★
）
は
防
長
両
国
の
物
産
の
一
つ
と
し
て
そ
の
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
牛
を

次
々
と
食
い
殺
す
妖
獣
シ
イ
の
存
在
は
、
地
域
的
な
濃
淡
は
あ
っ
て
も
、
江
戸
時
代
初
頭
以
降
西
日
本
全
域
で
遍
く
信
じ
ら
れ
て
き

た
。
シ
イ
は
、
狸
や
穴
熊
に
よ
く
似
た
風
貌
と
体
格
を
持
つ
野
獣
で
、
目
つ
き
が
異
常
に
鋭
く
、
往
々
、
そ
の
苛
烈
さ
は
、
片
目
と

い
う
特
徴
的
な
顔
貌
で
表
象
さ
れ
た
。

　

神
出
鬼
没
の
シ
イ
は
、
疾
風
の
ご
と
く
跳
梁
し
、
怒
濤
の
ご
と
く
恣
に
獲
物
を
害
し
て
止
ま
ず
、
農
民
た
ち
を
一
気
に
奈
落
の
底

に
陥
れ
た
。
何
し
ろ
、
何
処
か
の
厩
舎
に
シ
イ
が
忽
然
と
姿
を
現
し
た
頃
に
は
時
既
に
遅
く
、
村
の
牛
が
続
々
と
高
熱
を
発
し
て
瀕
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死
の
窮
状
を
呈
し
て
い
た
と
言
う
。

　

大
陸
や
半
島
と
の
間
で
、
功
過
交
々
、
官
民
公
私
の
多
元
的
な
接
触
が
日
々
絶
え
な
か
っ
た
西
日
本
一
帯
は
、
古
く
か
ら
の
農
業

先
進
地
で
も
あ
り
、
農
耕
の
基
礎
的
な
労
働
力
は
、
耨
耕
の
み
な
ら
ず
、
高
度
な
農
耕
技
術
（
と
工
芸
技
術
）
を
要
す
る
牛
耕
（
牛

に
よ
る
犁
耕
）
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い

（
2
（

た
。

　

さ
れ
ば
こ
そ
、
江
戸
時
代
前
期
以
来
、
西
日
本
の
農
民
に
と
っ
て
、
家
々
、
村
々
の
耕
牛
が
た
ち
ま
ち
一
気
に
死
滅
す
る
奇
禍
が

死
活
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
彼
等
は
、
牛
の
連
鎖
的
な
大
量
死
の
原
因
を
、
江
戸
時
代
の
始
ま
り
以
来
、
妖
獣
シ
イ
の
襲
撃
に

求
め
る
よ
う
に
な
り
、
シ
イ
に
対
す
る
強
い
恐
怖
と
忌
避
の
念
に
突
き
動
か
さ
れ
て
シ
イ
民
俗
を
形
成
し
、
そ
れ
を
情
感
豊
か
に
実

修
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
イ
信
仰
は
、
近
世
西
日
本
に
固
有
の
歴
史
・
風
土
に
深
く
根
ざ
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、
西
日
本
で
は
一
般
に
、（
農
民
が
牛
の
制
動
の
た
め
に
使
う
一
組
の
）「
牛
言
葉
」
の
中
で
も
、「
進
め
」
に
当
た
る
音
声

が
、
古
く
か
ら
何
処
で
も
「
シ
イ
！
」
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
牛
が
シ
イ
の
来
襲
を
酷
く
恐
れ
、
そ
の
名
を
聞
け
ば
即
驚
き
慌
て
て
逃

げ
出
す
か
ら
だ
と
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
：
四
二
六
）。
し
か
も
、
長
く
民
間
の
慣
行
だ
っ
た
こ
の
「
シ

イ
！
」
と
い
う
掛
け
声
は
、
後
に
明
治
政
府
が
制
定
す
る
牛
の
「
全
国
扶
養
用
語
」
に
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
、
統
一
的
な
公
的
用

法
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
（
香
月　

二
〇
一
一
：
二
四

（
3
（

一
）。

　

こ
う
し
た
一
連
の
事
実
は
、
牛
の
飼
養
と
牛
耕
（
及
び
厩
肥
の
使
用
）
を
不
可
分
に
組
み
込
ん
で
確
立
さ
れ
た
稲
作
農
耕
シ
ス
テ

ム
が
、
西
日
本
で
は
近
世
初
頭
以
来
の
長
い
伝
統
を
持
ち
、
そ
れ
と
一
体
化
し
た
「
シ
イ
・
牛
複
合
」（Shii-cattle�com

plex

）�

も

ま
た
社
会
・
文
化
的
な
基
盤
の
一
角
を
占
め
て
、
人
々
の
意
識
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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2
．
牛
馬
の
大
量
死
と
獣
医
学
／
人
類
学

　

し
か
し
な
が
ら
、
シ
イ
現
象
の
研
究
を
巡
る
現
今
の
事
情
は
―
先
に
実
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
―
右
の
概
観
を
滑
ら

か
に
肯
う
ほ
ど
調
和
的
な
も
の
だ
と
は
言
え
な
い
。
先
ず
綿
密
な
検
討
と
分
析
を
要
す
る
の
は
、
明
治
以
降
の
地
元
（
特
に
中
核
地

で
あ
る
山
口
県
下
）
の
研
究
者
た
ち
の
、
牛
疫
流
行
と
シ
イ
民
俗
成
立
と
の
相
互
関
係
に
関
す
る
認
識
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

シ
イ
概
念
と
そ
れ
に
因
む
諸
慣
行
は
、
近
代
獣
医
学
の
成
果
に
照
ら
せ
ば
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
・
漂
着
す
る
人
々
や
、
牛
や
人

の
死
体
・
遺
物
と
の
（
特
に
冬
季
間
の
）
接
触
に
よ
っ
て
旧
長
門
国
（
の
日
本
海
）
沿
岸
部
一
帯
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
牛

疫
の
流
行
と
強
い
関
わ
り
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
シ
イ
信
仰
を
そ
の
流
行
時
の
悲
惨
極
ま
る
経
験
と
そ
の
記
憶
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
て
来
た
も
の
だ
と
見
る
の
が
、
何
と
言
っ
て
も
妥
当
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
牛
疫
の
流
行
は
、
シ
イ
信
仰
形
成
の
必
要
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
必
要
十
分
条
件
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
複
雑
な
多
面

体
と
も
言
う
べ
き
人
間
現
象
の
一
環
と
し
て
の
シ
イ
現
象
（
シ
イ
体
験
）
を
解
明
す
る
に
は
、
牛
疫
と
い
う
単
一
の
病
理
学
的
な
要

因
を
問
題
に
す
る
だ
け
で
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　

筆
者
は
、
岸
浩
の
牛
疫
史
研
究
の
大
い
な
る
成
果
に
も
学
ん
で
、
シ
イ
の
概
念
・
民
俗
が
（
一
義
的
で
は
な
い
も
の
の
）
牛
疫
の

流
行
と
不
可
分
で
強
固
な
関
係
を
必
然
的
に
有
し
、
そ
の
強
い
心
理
的
な
影
響
の
下
で
生
成
し
て
展
開
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
と
既
に

論
じ
た
（
小
馬　

二
〇
二
二
ａ
、
二
〇
二
二
ｂ
）。

　

た
だ
し
、
人
類
学
の
質
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
獣
医
学
の
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
無
論
、
別
物
で
あ
る
。
人
類
学
か
ら
す
れ
ば
、

牛
（
馬
）
の
大
量
死
を
も
た
ら
し
た
未
知
の
災
因
を
、
農
民
が
何
ら
か
の
超
自
然
的
存
在
に
求
め
て
概
念
化
し
、
そ
の
概
念
化
さ
れ

た
災
因
に
向
か
っ
て
呪
術
（
儀
礼
）
的
・
演
劇
的
に
働
き
か
け
る
営
為
が
、
シ
イ
の
民
俗
の
要
諦
だ
と
見
做
せ
る
。
人
々
は
、
心
に
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重
く
の
し
か
か
る
不
断
の
圧
倒
的
な
恐
怖
を
そ
の
民
俗
の
実
修
に
よ
っ
て
ど
う
に
か
中
和
し
て
、
心
理
的
な
救
済
を
得
よ
う
と
努
め

て
き
た
の
で
あ
る
。

　

後
に
（
第
三
章
第
1
節
）
そ
の
シ
イ
民
俗
（
牛
灯
）
実
修
の
一
場
面
を
手
短
に
紹
介
す
る
。
そ
の
情
景
は
、
民
俗
に
よ
る
癒
し
が
、

唯
々
単
純
に
観
念
的
な
も
の
で
は
な
い
と
教
え
て
く
れ
る
。
終
始
強
く
躍
動
的
に
展
開
し
て
、
参
加
者
間
の
過
剰
な
身
体
接
触
を
も

ま
ま
誘
発
す
る
そ
の
民
俗
行
事
の
実
修
に
は
、「
遊
び
」（
土
地
の
民
俗
表
現
で
は
「
戯
れ
」）
が
不
可
欠
だ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
深

い
カ
タ
ル
シ
ス
へ
と
導
い
て
人
々
を
何
時
し
か
熱
狂
さ
せ
、
往
々
忘
我
の
境
に
さ
え
も
誘
い
、
実
存
的
な
救
い
へ
と
恐
れ
を
昇
華
さ

せ
て
く
れ
る
の
だ
。

　

地
元
山
口
県
の
歴
史
や
民
俗
の
研
究
者
、
こ
と
に
後
者
の
関
心
は
、
一
面
で
は
（
岸
浩
よ
り
も
）
筆
者
の
右
の
よ
う
な
見
方
に
遙

に
近
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
岸
の
画
期
的
な
業
績
が
世
に
出
た
後
も
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
シ
イ
信
仰
と
牛
疫
の
相
互
関
係
を

考
察
す
る
姿
勢
が
乏
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
理
解
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
狭
い
自
ら
の
研
究
領
域
を
超
え
る
大
き
な

歴
史
的
展
望
に
向
け
て
シ
イ
現
象
を
開
い
て
行
く
べ
き
視
角
を
、
あ
た
ら
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。
誠
に
残
念
で
あ
る
。

3
．
シ
イ
が
襲
う
の
は
牛
か
牛
馬
か

　

筆
者
は
、
シ
イ
研
究
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
個
々
の
基
礎
事
実
の
確
定
す
ら
、
右
の
通
り
、
一
筋
縄
で
は
行
け
そ
う
に
な
い
こ
と

を
、
資
料
調
査
を
始
め
て
直
ぐ
に
学
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

小
稿
の
場
合
、
最
大
の
難
点
は
、
先
述
の
通
り
シ
イ
が
襲
う
―
裏
返
せ
ば
、
そ
の
大
量
死
の
防
除
を
人
々
が
祈
念
す
る
―
犁

耕
獣
が
一
体
何
な
の
か
、
そ
れ
が
資
料
上
酷
く
曖
昧
で
、
容
易
に
確
定
で
き
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、「
牛
の
み
」
と
す
る
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も
の
⒜
、「
牛
馬
」
と
す
る
も
の
⒝
、「
馬
の
み
」
と
す
る
も
の
⒞
に
、
一
応
分
類
で
き
る
。
た
だ
し
、
さ
ら
に
資
料
批
判
を
強
め
て

行
く
と
皮
肉
に
も
逆
に
疑
問
が
一
層
深
ま
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
悪
循
環
を
繰
り
返
し
た
挙
げ
句
、
止
む
な
く
、
一
旦
そ

の
場
で
立
ち
竦
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
⒞
は
、
明
確
に
、
狭
く
旧
筑
後
国
・
肥
後
国
に
特
有
の
現
象
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
例
外
的
だ
と
言
え
る
。
し
か
も
同
地

域
で
の
そ
の
認
識
⒞
は
、（
数
少
な
い
）
資
料
を
見
て
も
通
時
的
に
ぶ
れ
ず
、
一
貫
し
て
揺
る
ぎ
が
な
い
（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
、

六
九
－
八

（
4
（

一
）。
ま
た
、
高
文
化
（
＝
識
字
文
化
）
側
の
或
る
種
の
権
威
を
意
図
的
に
増
幅
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
「
荘
厳
化
」（
後
述
、

第
七
章
第
4
節
参
照
）
も
、
⒞
の
地
域
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
は

―
儀
礼
で
あ
る
と
共
に
実
力
行
使
で
も
あ
る

―

「
シ
イ
追
い
」・「
シ
イ
狩
り
」
を
別
に
し
て
、
シ
イ
民
俗
の
成
立
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
小
馬　

二
九
二
二
ｂ
：
六
八
－

八
一
）。

　

そ
れ
ゆ
え
、
旧
筑
後
・
肥
後
両
国
を
一
括
し
た
地
域
を
、
シ
イ
複
合
に
関
す
る
、
独
立
し
た
一
つ
の
副
文
化
圏
（
傍
系
）
と
ひ
と

ま
ず
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
予
備
的
な
が
ら
も
、
こ
の
見
解
の
発
見
性
と
実
践
的
な
有
効
性
を
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
強
調
し
て
、
読

者
の
注
目
を
促
し
た
い
。

二
、「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
の
柱
松
、
そ
し
て
牛
灯
儀
礼

　

他
方
、
シ
イ
が
襲
う
対
象
を
⒜
（
牛
）、
ま
た
は
⒝
（
牛
馬
）
と
す
る
地
帯
の
中
核
地
域
で
あ
る
山
口
県
（
旧
周
防
・
長
門
両
国
）

の
諸
事
例
に
つ
い
て
は
、
実
は
多
く
の
場
合
、
⒜
か
⒝
か
の
同
定
が
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
歴
史
文
献
で
も
、
ま
た
現
代
の
地
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元
（
研
究
者
等
）
の
報
告
で
も
、
そ
の
言
説
は
確
か
な
安
定
性
を
往
々
欠
く
。
む
し
ろ
、
同
一
文
献
中
で
も
⒜
・
⒝
が
呆
気
な
い
ほ

ど
簡
単
に
動
揺
し
た
り
、（
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
）
何
時
の
間
に
か
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
自
家
撞
着
す
る
）
場
合
さ
え
も

散
見
さ
れ
る
。

1
．
牛
灯
か
柱
松
か

　

と
こ
ろ
で
、
柳
田
国
男
の
「
山
島
民
譚
集
（
一
）」
の
中
（
柳
田　

一
九
八
九
、
一
四
〇
）
で
、「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
と
い
う
、
い

わ
ば
枕
詞
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
詩
的
な
修
辞
に
出
合
い
、
我
が
意
を
得
た
思
い
が
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、（
江
戸
時
代
、
寛
永
と
寛
文
、
二
度
の
牛
疫
大
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
）
岸
浩
の
業
績
に
も
学
ん
で
補

強
し
た
、
筆
者
の
次
の
よ
う
な
「
直
感
」
―
パ
ー
ス
の
考
え
に
即
し
て
言
え
ば
、
ま
だ
解
明
を
見
な
い
事
象
の
中
に
仮
設
的
な
秩

序
を
見
出
す
発
想
力
で
あ
る
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（abduction

）�

―
を
ま
さ
に
そ
の
表
現
が
肯
い
、
間
接
的
で
は
あ
れ
支
持
し
て

く
れ
る
と
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
直
感
と
は
、
シ
イ
信
仰
が
（
牛
疫
の
流
行
と
ほ
ぼ
並
行
的
に
）「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
に
初
発
し
、
次
に
隣
国
周
防
へ
、
さ
ら

に
そ
こ
で
分
岐
し
て
一
方
は
九
州
筑
前
へ
、
他
方
は
中
国
路
・
四
国
路
へ
…
…
と
歴
史
的
に
波
及
し
て
行
っ
た
（
小
馬　

二
〇
二
一

ａ
、
二
〇
二
二
ａ
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
シ
イ
が
何
処
に
も
増
し
て
猖
獗
す
る
地
帯
だ
っ
た
今
日
の
山
口
県
の
各
地
で
、「
シ
イ
害
防
除
＝
牛
（
馬
）
の
安
全

祈
願
」
を
目
的
（
の
一
つ
）
と
し
て
、
嘗
て
村
々
の
各
部
落
（
小
集
落
）
ご
と
に
「
牛
灯
」、
ま
た
は
「
柱
松
」
と
呼
ば
れ
る
行
事

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
来
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
統
は
、
第
2
次
世
界
大
戦
後
に
急
速
に
衰
え
、
今
や
存
続
す
る
所
が
指
折
り
数
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え
ら
れ
る
ま
で
に
減
っ
た
。
実
は
、
シ
イ
が
襲
う
家
畜
の
同
定
に
劣
ら
ず
筆
者
を
悩
ま
せ
た
の
が
、
こ
の
牛
灯
と
柱
松
の
相
互
関
係

の
曖
昧
さ
で
あ
っ
た
。

　

壮
大
な
公
的
出
版
事
業
と
し
て
夙
に
令
名
が
高
い
叢
書
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
第
二
十
二
巻
に
当
た
る
『
防
長
風
土
注
進
案　

研
究
要
覧
』
の
「
柱
松
」
の
項
は
、
そ
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
柱
松
は
、「
本
来
は
松
明
を
杭
の
よ
う
に
立
て
た
柱

の
先
に
結
び
付
け
て
夜
間
の
照
明
用
に
し
た
も
の
が
、
仏
供
養
の
行
事
に
な
っ
て
民
間
に
も
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
牛
燈
（
ぎ
ゅ
う

と
う
）
と
い
う
地
方
も
あ
る
」（
山
口
県
立
山
口
図
書
館　

一
九
六
六
、
一
二
九
）。

　

そ
の
う
え
で
、
同
項
は
「
梵
天
聖
霊
御
休
息
所
」
と
書
い
た
旗
を
立
て
る
周
防
国
（
瀬
戸
内
海
側
）
熊
毛
郡
岩
田
村
の
柱
松
と
、

そ
の
行
事
を
実
施
し
な
い
年
に
は
「
水
中
か
ら
片し

い目
と
い
う
も
の
が
出
て
牛
が
多
く
死
ぬ
と
言
い
伝
え
」
る
長
門
国
（
日
本
海
側
）

大
津
郡
深
川
（
ふ
か
わ
）
村
の
牛
灯
の
二
つ
を
代
表
例
と
し
て
選
ん
で
、
幾
分
詳
し
く
そ
の
内
容
に
立
ち
入
っ
た
解
題
を
し
て
い
る
。

　

或
い
は
、
そ
の
両
行
事
（
と
そ
の
相
違
）
を
具
体
例
と
し
て
示
す
こ
と
で

―
『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
原
資
料
で
あ
り
、
各

村
々
が
上
申
し
た
各
々
の
「
注
進
案
」
が
成
っ
た
江
戸
時
代
末
期
の
―
柱
松
と
牛
灯
の
地
域
的
分
布
状
況
を
暗
示
す
る
意
図
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
長
門
国
（
日
本
海
側
）
／
周
防
国
（
瀬
戸
内
海
側
）」
と
い
う
風
土
的
な
区
分
を
念
頭
に
、

略
々
（
そ
の
当
時
の
）「
柱
松
・
牛
灯
」
と
い
う
呼
称
の
分
布
状
況
を
暗
示
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
無
論
、
確
証
は
無
い
。

2
．「
柱
松
」
と
い
う
「
カ
バ
ン
語
」

　

と
こ
ろ
で
、
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
一
一
月
二
五
日
の
条
に
は
、
暗
夜
ゆ
え
に
川
原
の
道
の

方
々
の
分
岐
点
に
「
柱
松
」
を
立
て
て
行
く
手
を
照
ら
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
ま
た
『
平
家
物
語
』（
長
門
本
）
に
も
地
名
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と
し
て
出
て
く
る
ご
と
く
、「
柱
松
」
の
語
は
随
分
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
且
つ
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
『
國
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）
の
「
柱
松
」
の
項
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
解
題
を
試
み
る
。「『
今
昔

物
語
集
』
二
五
に
暗
い
庭
に
柱
松
を
立
て
る
さ
ま
が
」
出
る
通
り
、
柱
松
と
呼
ば
れ
る
松
明
が
「
一
般
に
屋
外
燈
火
に
用
い
ら
れ
」

て
い
た
が
、「
高
く
柱
を
立
て
た
」「
大
松
明
も
」
同
じ
名
称
で
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
平
安
時
代
前
期
の
書
物
「『
寛
平
年
中
日
記
』

に
東
大
寺
の
十
二
月
の
万
燈
会
の
柱
松
の
こ
と
が
見
え
」、
民
俗
行
事
と
し
て
は
「
丈
余
の
大
松
明
に
火
を
点
じ
、
早
く
火
の
燃
え

つ
く
度
合
や
、
柱
の
倒
れ
る
方
角
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
火
祭
で
あ
る
」（
五
四
七
頁
）。

　

以
上
、『
防
長
風
土
注
進
案　

研
究
要
覧
』
と
『
國
史
大
辞
典
』、
現
地
と
中
央
、
そ
れ
ぞ
れ
に
世
評
の
高
い
二
つ
の
広
闊
な
見
晴

ら
し
を
持
つ
業
績
か
ら
の
手
短
な
引
用
に
従
う
だ
け
で
も
、
柱
松
の
時
代
的
・
地
域
的
な
多
義
性
に
直
面
し
て
大
い
に
困
惑
さ
せ
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
著
し
い
多
義
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、
全
く
揺
る
ぎ
の
な
い
事
実
が
一
つ
だ
け
は
確
実
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

柱
松
と
い
う
語
が
、
幅
広
い
諸
々
の
用
法
に
実
に
長
く
堪
え
て
広
く
流
布
し
た
結
果
、
歴
史
的
・
地
域
的
に
も
、
ま
た
社
会
的
・
文

化
的
に
も
極
め
て
多
彩
な
変
異
を
伴
う
雑
多
な
事
象
を
丸
ご
と
飲
み
込
ん
で
、
そ
れ
ら
を
残
ら
ず
内
包
と
し
て
い
る
、
ま
さ
に
典
型

的
な
「
カ
バ
ン
語
」（portm

anteau�w
ord

）
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
事
実
か
ら
仮
説
的
に
推
察
で
き
る
の
は
、
牛
を
シ
イ
の
害
か
ら
守
る
こ
と
に
特
化
し
て
祈
念
す
る
「
牛
灯
」
儀
礼
（
内
容
）

も
ま
た
、
柱
松
（
名
辞
）
と
い
う
既
存
の
壮
大
な
カ
バ
ン
語
（
形
式
）
へ
と
、
後
々
、
局
地
的
に
飲
み
込
ま
れ
た
新
奇
な
事
象
（
内

容
）
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
、
再
び
「
シ
イ
が
襲
う
の
は
牛
か
牛
馬
か
」
を
巡
っ
て

　

こ
こ
ま
で
、
前
置
き
が
心
な
ら
ず
も
随
分
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
厄
介
な
鵺
的
課
題
と
取
り
組
む
に
は
、
正
確
な
概
念
規
定
の

試
み
が
必
須
の
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
本
章
か
ら
、
い
よ
い
よ
問
題
の
核
心
を
目
指
し
て
論
を
進
め
た
い
。

　
1
．「
シ
イ
・
牛
複
合
」
と
「
シ
イ
・
馬
複
合
」

　

小
稿
が
取
り
組
む
べ
き
二
つ
の
課
題
は
、
①
シ
イ
現
象
の
発
祥
地
点
を
（
長
門
国
北
西
部
に
求
め
て
）
実
証
的
に
同
定
す
る
こ
と
、

並
び
に
、
②
シ
イ
概
念
の
正
系
（
前
節
で
取
り
上
げ
た
⒜
・
⒝
の
地
域
）
と
傍
系
（
⒞
の
地
域
）
の
相
互
関
係
を
、「
失
わ
れ
た
鐶
」

の
発
見
を
通
じ
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
ず
こ
こ
で
、
②
の
課
題
を
幾
分
敷
衍
し
て
、
そ
の
意
図
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

　

先
に
（
第
二
章
第
1
節
で
）
軽
く
触
れ
た
よ
う
に
、
シ
イ
の
概
念
と
民
俗
は
（
牛
疫
流
行
一
般
と
並
行
的
に
）
先
ず
通
常
牛
疫
流

行
の
初
発
地
と
な
る
長
門
国
か
ら
周
防
国
へ
と
伝
播
し
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
周
防
国
に
は
、
シ
イ
の
行
動
上
の
特
性
に

因
む
「
牛
打
ち
」
と
い
う
シ
イ
の
別
名
が
存
在
し
て
い
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
二
二
－
四
二
三
）。
こ
の
両
方
の
根
拠
に
基

づ
け
ば
、
防
長
両
国
（
正
系
）
で
は
、
シ
イ
は
本
来
牛
の
み
を
襲
う
妖
獣
だ
っ
た
と
判
断
す
る
の
が
、
や
は
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
⒞
地
域
（
傍
系
）
に
当
た
る
筑
後
国
久
留
米
藩
領
と
、
そ
の
南
に
隣
接
し
て
肥
後
国
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
る
熊
本
藩
領
で
は
、
シ
イ
は
現
代
に
到
る
ま
で
一
貫
し
て
馬
の
み
を
執
拗
に
襲
っ
て
き
た
（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
、
七
七
－

八
一
）。
す
る
と
、
両
系
間
の
こ
の
鋭
い
対
照
関
係
を
、
シ
イ
と
い
う
「
一
つ
の
傘
」（
概
念
）
の
下
で
如
何
に
矛
盾
な
く
腑
分
け
し
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て
、
し
か
も
な
お
統
合
的
に
理
解
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
正
面
か
ら
答
え
る
の
が
、
課
題
②
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
稿
の
今
後
の
長
い
行
論
に
は
、
不
本
意
な
が
ら
些
か
困
難
な
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
や
や
先
回
り
し
、

筆
者
の
次
の
2
つ
の
見
解
を
予
告
し
て
、
幾
分
で
も
見
通
し
を
明
る
く
し
て
お
き
た
い
。

　

先
ず
課
題
①
で
は
、
長
門
国
大
寧
寺
の
第
18
世
住
職
、
鉄
村
玄
鷟
（
て
っ
そ
ん
げ
ん
さ
く
）
が
立
役
者
と
な
る
。
ま
た
課
題
②
で

も
、
や
は
り
そ
の
鉄
村
玄
鷟
が
、
⒜
「
シ
イ
・
牛
複
合
」
と
⒞
「
シ
イ
・
馬
複
合
」
を
繫
ぎ
合
わ
せ
る
「
欠
け
た
環
」（m

issing�

link

）
で
あ
っ
た
。
小
稿
が
順
調
に
展
開
し
て
、
禅
僧
鉄
村
和
尚
が
歴
史
の
未
知
の
諒
闇
か
ら
無
事
に
姿
を
現
す
時
、
新
た
な
歴
史

的
な
視
界
が
大
き
く
開
け
始
め
る
は
ず
で
あ
る
。

2
．
貝
原
益
軒
―
大
儒
の
感
化
力

　

と
こ
ろ
で
、
小
稿
の
論
述
を
さ
ら
に
先
へ
と
推
し
進
め
て
行
く
た
め
に
、
前
も
っ
て
乗
り
越
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
う

一
つ
別
の
或
る
障
害
、
な
い
し
は
攪
乱
要
因
を
、
こ
の
段
階
で
明
示
し
て
理
解
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
筑
前
国
の
大

儒
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
－
一
七
一
四
）
が
、
シ
イ
が
襲
う
の
が
⒜
な
の
か
⒝
な
の
か
判
然
と
し
な
い
と
い
う
厄
介
な
状
況
を
突
然

一
気
に
、
し
か
も
大
々
的
に
導
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
そ
う
言
え
る
の
は
、
シ
イ
が
「
⒝
牛
馬
の
両

方
」
を
襲
う
と
す
る
見
方
が
文
献
で
初
見
さ
れ
る
の
は
、
貝
原
益
軒
の
著
書
『
大
和
本
草
』（
刊
本
）
中
に
出
る
、
シ
イ
（
黒
★
）

が
「
牛
馬
を
そ
こ
な
ふ
。
牛
馬
こ
れ
に
な
や
ま
さ
れ
て
必
死
す
」
と
い
う
記
述
だ
か
ら
で
あ
る
（
小
馬　

二
〇
二
二
ａ
、
七
九
－
八

四
）。

　

で
は
、
益
軒
の
そ
の
言
説
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
シ
イ
が
広
く
一
般
に
「
⒝
牛
馬
の
両
方
」
を
犯
し
た
と
見
做
す
の
は
妥
当
な
の
か
。
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ま
た
、
益
軒
の
そ
の
文
言
と
、
シ
イ
が
「
⒝
牛
馬
の
両
方
」
を
犯
す
と
す
る
山
口
県
下
で
一
般
的
な
見
方
に
は
、
一
体
何
ら
か
の
直

接
的
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
も
、
当
然
、
重
大
な
問
題
に
な
る
。

　

幸
い
、
益
軒
自
身
の
著
作
を
直
接
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
批
判
的
に
そ
の
答
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
節
で
は
、
そ
の
検

証
を
行
い
、
益
軒
の
言
明
が
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
、
併
せ
て
そ
の
言
明
が
山
口
県
下
の
言
説
の
趨
勢
と
少
く
と
も
民
衆
の
次
元
で
は

無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、
筑
前
国
志
摩
郡
野
北
村
で
、
牛
24
頭
が
原
因
不
明
の
同
じ
熱
病
を
発
症
し
て
相
次
い
で
急
死

す
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
折
に
、
⑴
周
防
国
の
山
口
伊
勢
大
神
宮
の
神
職
の
使
い
が
や
っ
て
来

（
5
（

て
、
⑵
山
口
近
辺
で
知
ら
れ
て
い

た
シ
イ
が
そ
の
原
因
だ
と
同
定
し
、
シ
イ
の
属
性
と
シ
イ
の
駆
除
法
を
具
体
的
に
教
示
し
て
「
シ
イ
狩
り
」
の
実
施
を
推
奨
し
た
こ

と
、
⑶
そ
の
結
果
、
シ
イ
が
7
匹
退
治
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
⑷
近
隣
の
村
々
も
即
座
に
野
北
村
に
倣
っ
た
こ
と
を
、
貝
原
益
軒
の

手
稿
本
の
著
書
『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
元
禄
一
六
年
〔
一
七
〇
三
〕）
の
生
彩
に
富
む
内
容
に
よ
っ
て
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
：
四
一
〇
－
四
一
一
）。

　

さ
ら
に
、
間
接
的
な
が
ら
も
防
長
両
国
の
シ
イ
事
情
を
窺
え
る
重
大
な
事
実
が
そ
の
記
事
中
に
潜
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
馬
へ
の

言
及
が
全
く
皆
無
な
の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
寛
文
二
年
当
時
ま
で
は
周
防
（
や
長
門
）
で
シ
イ
が
襲
う
の
は
牛
だ
け
で
あ
っ
て
、

牛
馬
で
は
な
か
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
同
書
の
筑
紫
の
事
情
の
叙
述
は
、
こ
う
し
て
防
長
の
シ
イ
事
情
を
も
鮮
明
に
写
す
鏡
に
も
な

っ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
て
、
益
軒
の
手
に
な
る
同
書
の
当
時
の
権
威
の
大
き
さ
を
思
え
ば
、
シ
イ
概
念
が
全
国
の
知
識
人
の
間
で
一
気
に
流
通
し
た
契

機
は
、
シ
イ
を
初
め
て
広
く
世
に
紹
介
す
る
同
書
の
登
場
だ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
も
、
そ
の
絶
大
な
影
響
力
は
、
筑
紫
が
シ
イ
の
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「
本
場
」
の
地
位
を
周
防
か
ら
俄
に
簒
奪
す
る
と
い
う
（
恐
ら
く
益
軒
本
人
に
も
）
全
く
予
想
外
の
新
奇
な
事
態
を
招
き
寄
せ
た
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
意
外
な
、
次
の
よ
う
な
後
日
談
ま
で
あ
る
。

　

益
軒
は
、
先
に
も
触
れ
た
『
大
和
本
草
』（
宝
永
五
年
〔
一
七
〇
八
〕
成
立
）
の
中
の
シ
イ
（
黒
★
）
の
項
に
こ
う
書
い
た
。「
此

獣
周
防
及
筑
紫
に
は
處
々
あ
り
。
他
州
に
も
あ
り
や
、
未
詳
」
と
。
自
ら
体
験
的
に
知
悉
し
て
い
た
先
述
の
野
北
村
の
シ
イ
騒
動

（『
筑
前
国
続
風
土
記
』）
を
踏
ま
え
て
、
益
軒
が
先
ず
周
防
、
次
い
で
筑
紫
の
順
で
シ
イ
の
猖
獗
す
る
地
を
挙
げ
た
の
は
、
客
観
性

を
重
ん
じ
る
学
問
的
精
神
の
発
露
で
あ
り
、
ま
た
公
正
さ
を
尊
重
す
る
倫
理
観
の
ゆ
え
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
他
者
の
手
に
な
る
後
発
の
書
物
（
辞
書
）
で
あ
る
『
和
訓
栞
』（
誠
美
堂
蔵
版
、
谷
川
士
清
著
、
一
八
九
八
）
と

『
大
言
海
』（
大
槻
文
彦
著
、
一
九
三
二
）
は
、
い
ず
れ
も
、
シ
イ
が
盛
ん
に
出
没
す
る
土
地
を
「
筑
紫
、
周
防
」
の
順
で
挙
げ
て
紹

介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
孔
雀
楼
筆
記
』（
清
田
儋
叟
著
、
一
七
六
八
）
に
到
っ
て
は
、「
筑
紫
ニ
ア
ル
黒
★
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
て
、

周
防
を
完
全
に
消
し
去
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
真
の
「
本
場
」
長
門
は
、
そ
の
事
実
を
知
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
地
平
の
遙
か

彼
方
に
姿
を
没
し
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
文
人
た
ち
の
間
で
は
、
大
儒
貝
原
益
軒
の
令
名
は
圧
倒
的
な
権
威
で
あ
り
、
彼
へ
の
言
及
は
そ
の
ま
ま
自
説
の
権
威
付
け
に

も
な
る
、
と
観
念
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
た
と
え
益
軒
自
身
の
事
実
認
識
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
自
ら
の
言

及
対
象
と
益
軒
と
の
縁
の
濃
淡
を
そ
の
価
値
評
価
の
基
準
と
す
る
倒
錯
的
な
事
態
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
到
っ
て
鈍
感
で
あ
り
、
且
つ

無
責
任
で
あ
っ
て
、
些
か
の
痛
痒
も
覚
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

文
人
た
ち
の
間
に
こ
う
し
た
無
批
判
な
権
威
主
義
と
前
例
踏
襲
主
義
が
罷
り
通
る
非
実
証
的
な
精
神
的
風
土
が
存
在
し
て
い
た
事

態
が
、
シ
イ
が
何
処
で
も
等
し
く
牛
馬
を
襲
う
と
い
う
、
ご
く
抽
象
的
で
極
め
て
平
板
な
認
識
を
漫
然
と
流
通
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の



52

だ
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
イ
の
属
性
の
こ
の
変
化
を
生
ん
だ
要
因
は
必
ず
し
も
単
一
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
シ
イ
の
現
場

か
ら
見
れ
ば
現
実
を
離
れ
た
「
外
部
的
な
要
因
」
す
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

つ
ま
り
、
識
字
人
の
間
で
の
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
シ
イ
害
の
災
禍
の
当
事
者
、
つ
ま
り
長
門
・
周
防
両
国
を
初
め
と
す
る
西
日

本
の
農
民
に
は
直
接
関
わ
り
が
無
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
識
字
人
は
、
階
層
的
に
も
農
民
に
は
「
外
部
的
」
な
存
在
で
あ
る
。
我
々
は
、

特
に
中
央
の
文
人
の
随
想
類
や
辞
書
に
垣
間
見
る
彼
ら
の
勝
手
な
判
断
に
基
く
言
説
で
は
な
く
、
各
地
の
農
民
自
身
の
非
識
字
的
な

生
活
世
界
に
直
に
仔
細
に
目
を
凝
ら
し
て
シ
イ
の
概
念
や
民
俗
の
多
様
性
と
多
面
性
を
見
逃
さ
ず
、
現
実
的
で
奥
行
き
の
あ
る
論
議

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
そ
れ
と
は
別
に
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
益
軒
の
優
れ
た
実
証
精
神
を
、
ま
た
同
書
と
『
大
和
本
草
』
に
は
卓
越
し
た

彼
の
学
殖
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
絶
大
な
感
化
力
を
冷
静
に
見
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

3
．
文
字
メ
デ
ィ
ア
の
感
化
力

　

益
軒
の
当
該
の
両
著
が
シ
イ
現
象
（
の
解
釈
）
一
般
に
与
え
た
感
化
の
絶
大
さ
を
偲
ば
せ
る
証
左
は
、
実
は
他
に
も
あ
る
。
シ
イ

の
概
念
が
、
シ
イ
を
牛
打
ち
と
呼
ぶ
周
防
国
か
ら
（
瀬
戸
内
海
の
対
岸
部
で
あ
る
）
阿
波
国
に
伝
播
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
阿
波
国

で
は
シ
イ
を
（
別
称
で
は
な
く
）
牛
打
ち
坊
と
呼
ぶ
事
実
一
つ
を
も
っ
て
し
て
も
、
容
易
に
推
察
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
阿
波
国
で
は
そ
の
名
称
に
反
し
て
、
牛
打
ち
坊
（
シ
イ
）
は
牛
馬
を
共
に
襲
う
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
名
辞
と
内

容
の
間
に
存
す
る
矛
盾
を
矛
盾
と
し
な
い
、
い
か
に
も
蕪
雑
な
事
実
に
は
、
シ
イ
概
念
の
内
包
と
外
延
、
あ
る
い
は
名
称
と
民
俗
実

修
と
の
間
に
存
在
し
た
、
阿
波
国
に
固
有
の
奇
妙
な
齟
齬
が
図
ら
ず
も
反
映
さ
れ
、
端
な
く
も
露
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
（
小
馬　
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二
〇
二
一
ａ
：
四
二
三
－
四
二
五
）。

　

そ
の
齟
齬
が
生
じ
た
原
因
に
比
定
さ
れ
得
る
の
は
、『
大
和
本
草
』
が
帯
て
い
た
権
威
の
（
事
実
に
対
す
る
）
逆
機
能
的
な
効
果

（
副
作
用
）
で
あ
る
。
益
軒
は
、『
大
和
本
草
』
に
五
年
先
立
つ
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
中
の
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
の
条
で
は
、
終
始

牛
の
大
量
死
に
の
み
詳
し
く
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
が
、
逆
に
、
馬
に
は
一
言
半
句
も
触
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
引
用

し
た
通
り
、『
大
和
本
草
』
で
は
、
シ
イ
（
黒
★
）
が
「
牛
馬
を
そ
こ
な
ふ
。
牛
馬
こ
れ
に
な
や
ま
さ
れ
て
必
死
す
」
と
、
今
度
は

何
故
か
論
拠
を
示
す
こ
と
な
く
全
く
唐
突
に
、
シ
イ
の
牛
馬
両
方
へ
の
攻
撃
に
言
及
し
て
些
か
も
憚
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
益
軒
は
、

「
恐
ら
く
誰
に
も
気
づ
か
れ
に
く
い
、
さ
り
気
な
い
装
い
の
巧
妙
な
仕
方
で
、
シ
イ
が
襲
う
対
象
を
『
牛
』（
の
み
）
か
ら
『
牛
馬
』

へ
と
、
し
か
し
歴
然
と
変
化
さ
せ
て
い
た
」（
小
馬　

二
〇
二
一
ｂ
：
八
〇
－
八
一
）
の
だ
っ
た
。

　

筆
者
の
以
上
の
よ
う
な
整
理
が
も
し
正
し
け
れ
ば
、
阿
波
国
で
は
、
最
初
に
周
防
国
か
ら
直
接
伝
播
し
て
い
た
シ
イ
観
の
上
に
、

さ
ら
に
『
大
和
本
草
』
中
の
そ
れ
と
は
異
な
る
別
の
シ
イ
観
が
（
益
軒
の
住
む
）「
筑
紫
」
か
ら
伝
播
し
て
き
て
覆
い
被
さ
り
、

徐
々
に
重
層
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
両
者
の
齟
齬
の
調
整
を
促
す
適
当
な
契
機
が
訪
れ
る
こ
と
は
無
く
、
齟
齬
が

解
消
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
曖
昧
に
放
置
さ
れ
、
何
時
し
か
無
格
好
に
固
定
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
（
小
馬　

二
〇
二
一

ａ
：
四
一
七
）。

　

要
す
る
に
、
こ
の
脈
絡
で
の
混
乱
し
た
シ
イ
観
の
成
立
に
は
、
益
軒
個
人
の
認
識
の
動
揺
と
概
念
規
定
の
密
か
な
改
変
が
、
外
的

要
因
と
し
て
決
定
的
に
作
用
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
文
字
メ
デ
ィ
ア
（
分
け
て
も
『
大
和
本
草
』
が
体
現
し
た
板
行
媒
体
）
が
、
文

人
た
ち
の
シ
イ
観
の
み
な
ら
ず
、
農
民
に
よ
る
シ
イ
概
念
・
民
俗
の
認
知
と
受
容
に
ま
で
も
及
ぼ
し
た
、
圧
倒
的
な
影
響
力
を
見
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
は
単
に
「
外
部
的
な
要
因
」
に
止
ま
ら
ず
に
「
内
部
的
な
要
因
」
へ
も
部
分
的
に
は
転
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化
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
先
述
し
た
防
長
両
国
で
の
認
識
⒜
・
⒝
間
の
「
不
整
合
」
の
重
大
な
要
因
と
し
て
予
告
し
て
お
い
た
、（
い
ず
れ
も
筆

者
の
規
定
す
る
）「
荘
厳
化
」
と
「
代
入
」（
或
い
は
「
流
用
」）
の
作
用
も
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
看
過
で

き
な
い
。
そ
の
両
作
用
の
方
が
、
む
し
ろ
（
基
本
的
に
無
筆
の
）
農
民
た
ち
に
よ
る
シ
イ
民
俗
の
形
成
を
論
じ
る
小
稿
に
と
っ
て
は
、

後
世
の
研
究
者
た
ち
に
曖
昧
化
（
不
整
合
化
）
と
い
う
厄
介
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
一
層
重
要
で
本
質
的
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
、

論
を
俟
た
な
い
。

4
．
牛
疫
流
行
と
シ
イ
の
生
成

　

シ
イ
の
概
念
・
民
俗
の
形
成
と
展
開
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
場
合
、
先
述
の
通
り
、
牛
疫
の
（
大
）
流
行
と
い
う
獣
医
学
的
事
実

と
の
相
互
関
係
ヘ
の
応
分
の
顧
慮
は
決
し
て
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
勘
案
し
て
小
稿
が
考
察
の
前
提
と
す
る
事
実
認
識

の
要
点
を
、
次
に
掲
げ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

江
戸
時
代
、
我
が
国
の
牛
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
西
日
本
に
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
⑴
牛
疫
の
流
行
は
近
江
国
以
西
の
地
域
に

限
ら
れ
、
且
つ
そ
の
全
域
で
起
こ
っ
た
。
ま
た
そ
の
地
域
は
、
⑵
享
保
の
大
飢
饉
の
被
害
地
域
、
さ
ら
に
は
、
⑶
浮
塵
子
防
除

の
た
め
の
「
虫
追
い
」
民
俗
が
見
ら
れ
た
地
域
、
く
わ
え
て
、
⑷
シ
イ
概
念
・
民
俗
が
見
ら
れ
た
地
域
と
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
重

な
り
合
っ
て
い
る
。
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さ
て
、
シ
イ
民
俗
の
中
で
も
「
シ
イ
追
い
」・「
シ
イ
狩
り
」
の
行
事
は
、「
虫
追
い
」
慣
行
と
（
特
に
筑
豊
地
域
で
は
強
く
）
複

合
し
て
い
る
（
小
馬　

二
〇
二
二
ａ
：
四
三
四
－
四
四
九
）。
他
方
、
山
口
県
下
で
は
、「
虫
追
い
」
は
「
虫
枯
れ
」
へ
の
対
応
と
し

て
特
定
さ
れ
る
傾
向
が
明
確
に
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
各
儀
礼
を
構
成
す
る
諸
要
素
に
着
目
す
る
と
、
右
の
諸
儀
礼
に
は
部
分
部
分
で
モ
ザ
イ
ク
状
に
重
な
り
合
い
が
あ
り
、

そ
の
様
相
の
一
端
は
、
次
の
第
三
章
第
1
節
で
引
用
す
る
、『
長
門
市
史
民
俗
編
』
中
の
深
川
・
俵
山
地

（
6
（

区
の
牛
灯
（
ヨ
ー
ト
ー
）

行
事
の
情
景
か
ら
も
よ
く
窺
え
る
。

　

つ
ま
り
、「
火
喧
嘩
と
称
し
、
燃
し
く
ら
べ
、
奪
い
合
い
を
し
た
」
界
隈
騒
然
た
る
そ
の
光
景
に
は
、
虫
追
い
の
模
擬
戦
や
（
筑

豊
地
域
の
シ
イ
追
い
で
あ
る
）「
ス
ガ
ラ
」（
菅
原
）
行
事
で
見
ら
れ
る
、
当
該
地
域
一
帯
を
巻
き
込
ん
で
高
揚
す
る
熱
狂
的
な
騒
擾

を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
イ
現
象
の
展
開
を
民
衆
の
牛
疫
へ
の
恐
怖
と
応
対
だ
け
に
孤
立
的
に
単
純
に
狭
く

還
元
し
て
解
釈
す
る
の
で
は
、
確
か
に
不
十
分
だ
と
言
え
そ
う
だ
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
以
上
の
認
識
に
基
き
、
且
つ
岸
の
牛
疫
研
究
の
発
見
性
を
も
十
分
に
尊
重
し
つ
つ
、
次
の
①
～
⑤
の
段
階
を
設

定
し
て
シ
イ
現
象
の
歴
史
的
な
展
開
を
概
括
し
、
検
討
と
分
析
の
た
め
の
要
諦
と
し
て
常
に
念
頭
に
置
い
て
き
た
。

　

シ
イ
概
念
の
発
展
の
段
階
的
な
経
過
は
、
岸
の
研
究
を
基
に
整
理
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
寛
永
一
五
年

（
一
六
三
八
）
か
ら
の
「
寛
永
牛
疫
」
の
大
流
行
の
結
果
、
恐
ら
く
そ
れ
以
前
に
形
成
さ
れ
始
め
て
い
た
牛
の
疫
病
の
病
因
と

し
て
の
妖
獣
シ
イ
の
観
念
と
そ
れ
に
纏
わ
る
小
伝
統
が
、
長
門
国
で
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
、
同
じ
長
州
藩
領
で
あ
る
周
防
国
内

に
も
速
や
か
に
広
が
っ
て
行
っ
た
。
②
「
寛
文
牛
疫
」（
寛
文
一
二
年
〔
一
六
七
二
〕）
の
十
年
前
に
当
た
る
、
寛
文
二
年
（
一
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六
六
二
）
の
筑
前
国
野
北
村
で
の
シ
イ
騒
動
を
機
に
、
周
防
国
か
ら
シ
イ
の
概
念
が
筑
前
国
に
移
入
さ
れ
た
。
③
「
寛
文
牛

疫
」
で
牛
の
連
続
大
量
死
が
広
範
囲
で
起
き
た
結
果
、
シ
イ
の
概
念
が
九
州
全
体
に
大
き
く
拡
散
す
る
と
共
に
、
強
化
さ
れ
た
。

④
そ
の
拡
大
・
強
化
が
、
牛
馬
が
広
域
的
に
大
量
死
し
た
「
享
保
の
大
飢
饉
」
の
際
に
そ
の
原
因
が
シ
イ
で
あ
る
と
特
定
さ
れ

る
確
か
な
素
地
と
な
り
、
⑤
「
享
保
の
大
飢
饉
」
を
機
に
、
シ
イ
の
観
念
が
一
気
に
極
め
て
広
域
的
に
拡
大
し
、
波
及
し
て
行

っ
た
。�

（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
：
七
八
）

　

こ
の
よ
う
な
大
局
観
に
立
て
ば
、
シ
イ
概
念
と
シ
イ
民
俗
形
成
の
初
発
点
へ
向
か
っ
て
遡
行
し
よ
う
と
志
向
す
る
小
稿
の
試
み
が
、

旧
長
門
国
北
西
部
の
海
沿
い
の
地
域
一
帯
へ
と
そ
の
候
補
地
を
絞
り
込
む
選
択
は
、
論
理
上
、
必
然
と
な
る
は
ず
だ
。

　

な
に
し
ろ
朝
鮮
半
島
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
中
央
部
で
の
牧
畜
文
化
の
旺
盛
な
展
開
か
ら
そ
の
甚
大
な
余
波
を
繰
り
返
し
直
接
的

に
被
り
、
牛
（
の
み
な
ら
ず
、
羊
等
の
偶
蹄
類
一
般
）
を
犯
す
牛
疫
の
流
行
を
頻
繁
に
経
験
し
て
き
た
。
朝
鮮
半
島
か
ら
、
牛
疫
ウ

ィ
ル
ス
を
日
本
に
も
た
ら
す
牛
や
人
の
屍
、
そ
れ
に
渡
来
者
や
漂
流
民
、
或
い
は
そ
の
衣
類
や
漁
具
等
が
、
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
大

概
真
先
に
流
れ
着
く
の
が
、
ま
さ
し
く
他
な
ら
ぬ
旧
長
門
国
北
西
端
や
、
そ
の
近
辺
の
日
本
海
沿
岸
地
域
な
の
で
あ
る
。

四
、
享
保
飢
饉
と
「
新
し
い
シ
イ
」
へ
の
進
化

　

そ
こ
で
ず
、
先
ず
山
口
県
の
北
西
隅
に
位
置
す
る
長
門
市
に
最
初
に
焦
点
を
当
て
、
シ
イ
概
念
と
シ
イ
民
俗
形
成
の
初
発
点
を
は

た
し
て
そ
の
地
に
見
出
せ
る
か
ど
う
か
、
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
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1
．
シ
イ
概
念
・
シ
イ
民
俗
の
原
点
を
求
め
て

　
『
長
門
市
史　

民
俗
編
』
は
、「
牛
の
無
事
息
災
を
祈
る
行
事
と
さ
れ
る
」
牛
灯
行
事
を
取
り
上
げ
て
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
の

深
河
（
ふ
か
わ
、
小
馬
注
）
村
の
条
に
、「
此
戯
れ
な
き
年
は
水
中
よ
り
片し

い目
と
云
も
の
出
候
て
牛
多
く
死
と
申
伝
候
。
家
々
麦
藁

を
吝
ミ
出
し
不
申
も
の
は
牛
必
死
と
申
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
（
二
二
四
頁
）。

　

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
次
に
引
用
す
る
「
ヨ
ー
ト
ー
」
の
項
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
右
の
引
用
文
の
冒
頭
に
置

か
れ
た
「
此
戯
れ
」
の
何
で
あ
る
か
が
よ
く
合
点
さ
れ
、
ま
た
時
代
を
超
え
て
生
き
続
け
て
き
た
そ
の
「
戯
れ
」
が
現
出
す
る
い
か

に
も
生
気
に
満
ち
た
祭
の
光
景
が
眼
に
浮
か
ん
で
来
る
だ
ろ
う
。

　
　

ヨ
ー
ト
ー
（
ギ
ョ
ー
ト
ー
）　　
八
月
十
五
日
か
十
六
日

　

深
川
地
区
、
俵
山
地
区
の
多
く
の
部
落
は
、
八
月
十
五
日
か
十
六
日
の
夜
、
若
者
や
子
供
が
麦
藁
を
も
ら
っ
て
歩
き
、
四
、

五
メ
ー
ト
ル
の
本
竹
（
ま
た
は
孟
宗
竹
）
を
用
意
す
る
。
竹
の
竿
頭
に
、
竹
を
細
く
割
っ
て
ジ
ョ
ー
ゴ
形
に
作
っ
た
も
の
を
く

く
り
つ
け
、
そ
の
中
に
藁
を
ホ
ー
ヅ
キ
の
形
に
丸
め
て
入
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ヨ
ー
ト
ー
を
ホ
ー
ヅ
キ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

河
原
か
野
原
へ
持
ち
出
し
、
麦
藁
の
小
束
や
松
明
に
火
を
つ
け
た
も
の
を
、
競
っ
て
ジ
ョ
ー
ゴ
の
中
へ
投
げ
入
れ
て
燃
や
す
。

正
明
市
は
深
川
川
（
大
川
と
い
う
）
観
月
橋
の
下
流
で
、
井
出
口
（
板
持
一
区
）
や
藤
中
と
火
喧
嘩
と
称
し
、
燃
し
く
ら
べ
、

奪
い
合
い
を
し
た
。

　

火
喧
嘩
は
、
竹
の
先
に
藁
を
巻
き
つ
け
て
火
を
つ
け
、
双
方
が
手
に
手
に
持
っ
て
突
進
す
る
。
ど
ち
ら
か
が
勢
い
に
恐
れ
て
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逃
げ
る
と
負
け
に
な
っ
た
。
竹
に
巻
い
た
藁
の
火
が
消
え
る
と
、
藁
を
つ
け
か
え
て
は
ま
た
突
進
し
た
。
突
進
す
る
者
と
、
う

し
ろ
で
藁
を
つ
け
か
え
る
組
と
が
あ
り
、
前
線
に
は
ワ
カ
ー
シ
（
若
者
）
が
出
て
、
後
方
は
主
と
し
て
子
供
が
あ
た
っ
た
。

　

ギ
ョ
ー
ト
ー
を
し
な
い
年
は
牛
が
死
ぬ
と
伝
え
、
江
良
で
は
、
魔
よ
け
と
考
え
ら
れ
た
。（
中
略
）。
風
土
注
進
案
で
は
「
牛

灯
」（
正
確
に
は
牛
燈
、
小
馬
注
）
と
記
載
し
て
お
り
、
ギ
ュ
ー
ト
ー
と
で
も
発
音
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
長
門
市
史
編
集
委
員
会　

一
九
七
九
、
五
四
二
）

　

な
お
『
長
門
市
史　

民
俗
編
』
は
、
シ
イ
防
除
の
火
祭
で
あ
る
こ
の
牛
灯
が
、
右
の
引
用
文
に
出
て
く
る
板
持
一
区
で
「
昭
和
五

十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
復
活
」（
五
四
三
頁
）
し
た
こ
と
も
わ
ざ
わ
ざ
書
き
添
え
て
、
読
者
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

　

次
い
で
、
長
門
市
の
西
方
に
位
置
す
る
旧
豊
北
町
（
ほ
う
ほ
く
ち
ょ
う
／
現
・
下
関
市
豊
北
町
）
に
目
を
移
せ
ば
、『
豊
北
町
史
』

も
「
牛
燈
」（
じ
ょ
う
と
う
）
の
短
い
項
目
を
設
け
、『
長
門
市
史　

民
俗
編
』
の
上
記
の
長
門
市
の
も
の
に
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
内
容

の
記
事
を
載
せ
て
い
る
（
一
〇
三
二
頁
）。

　

豊
北
町
の
事
情
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
近
辺
の
6
ケ
村
と
共
に
豊
北
町
を
構
成
し
た
旧
神
玉

（
7
（

村
に
つ
い
て
の
、

昭
和
初
年
の
記
録
で
あ
る
。（
柱
松
と
全
く
変
わ
ら
な
い
外
形
を
有
す
る
）
当
該
行
事
は
、「
此
處
で
は
『
松
明
を
上
げ
る
』
と
も

『
シ
イ
の
行
』
と
も
云
は
れ
、『
シ
イ
』
は
一
目
の
魔
物
で
海
か
ら
上
が
つ
て
來
る
。
此
魔
物
に
牛
が
睨
ま
る
ゝ
と
直
ぐ
死
ぬ
る
。
故

に
之
を
退
治
る
爲
の
行
と
」（
御
薗
生　

一
九
三
一
、
五
八
）
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
う
。

　

こ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
極
め
て
重
要
な
点
は
―
筆
者
が
「
シ
イ
の
原
郷
」
候
補
地
と
強
く
目
す
る
―
こ
れ

ら
山
口
県
北
西
隅
の
各
地
で
は
、
シ
イ
が
襲
う
家
畜
は
近
年
に
到
る
ま
で
変
わ
ら
ず
に
牛
（
だ
け
）
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
て
、
牛
の
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安
全
を
祈
念
し
て
「
牛
灯
」
儀
礼
が
執
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
深
く
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

2
．「
新
し
い
シ
イ
」
の
登
場
を
裏
書
き
す
る
事
例

　

前
節
で
取
り
上
げ
た
両
地
区
の
南
に
位
置
す
る
旧
豊
浦
町
（
現
・
下
関
市
豊
浦
町
）
に
も
、
細
部
ま
で
長
門
・
豊
北
地
方
の
「
牛

灯
」
に
内
容
が
酷
似
す
る
行
事
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
牛
灯
」
で
は
な
く
「
柱
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（『
豊
浦
町
史　

三
〔
民
俗
編
〕』
七
一
二
－
七
一
三
頁
）。

　

同
町
史
に
は
、
室

（
8
（

津
（
旧
豊
西
村
）
の
柱
松
行
事
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
的
な
起
源
に
言
及
し
て
い
る
点
で
稀
有
な
、
ご
く
短
い
な

が
ら
も
特
別
に
重
大
な
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
先
ず
そ
れ
を
引
用
し
た
う
え
で
―
小
稿
の
文
脈
に
於
い
て
と
り
わ
け
重
大
な
歴
史

的
証
左
を
与
え
て
く
れ
る
―
そ
の
意
義
を
詳
し
く
論
じ
て
み
よ
う
。

　

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
地
下
上
申
の
室
津
村
地
下
図
に
、「
柱
松
」
の
地
名
が
印
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ

の
行
事
が
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
中
期
に
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
昔
牛
馬
の
疫
病
が
流
行
し
て
た
く
さ
ん
倒
れ
た
と
き
、
通
り
か
か
っ
た
旅
の
僧
が
「
空
高
く
柱
を
立

て
清
浄
空
に
向
か
っ
て
灯
火
を
か
か
げ
よ
」
と
諭
さ
れ
、
高
く
火
を
か
か
げ
た
と
こ
ろ
さ
し
も
の
疫
病
が
治
ま
り
、
そ
の
後
は

柱
松
の
火
を
あ
げ
る
こ
と
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。�

（
豊
浦
町
史
編
纂
委
員
会　

一
九
九
五
、
七
一
三
、
傍
線
は
小
馬
）

　

ま
た
同
地
で
は
、「
子
ど
も
は
松
明
を
振
っ
て
（
柱
松
の
、
小
馬
注
）
周
囲
を
か
け
回
り
口
々
に
『
牛
馬
の
安
全
』
あ
る
い
は
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『
牛
馬
の
ご
祈
禱
』
と
唱
え
」
た
（
同　

七
一
三
頁
）。

　

く
わ
え
て
、
同
町
内
で
室
津
の
東
に
位
置
す
る
黒
井
（
旧
黒
井
村
）
で
も
、
昭
和
初
年
「
部
落
々
々
で
柱
松
の
行
事
が
あ
」
っ
て
、

「
其
方
法
は
〔
中
略
〕
豊
西
村
（
室
津
、
小
馬
注
）
と
大
同
小
異
で
、
牛
馬
の
ご
祈
禱
々
々
々
々
々
々
と
云
つ
て
火
の
燃
付
き
を
其

柱
松
へ
投
げ
上
げ
て
點
火
」（
御
薗
生　

一
九
三
一
、
五
八
）
し
た
と
言
う
。

　

以
上
の
諸
資
料
か
ら
、
火
祭
で
あ
る
室
津
の
「
柱
松
」
は
、
前
節
（
第
1
節
）
で
検
討
し
た
専
ら
牛
（
の
み
）
の
安
寧
を
祈
願
す

る
長
門
市
や
旧
豊
北
町
の
火
祭
「
牛
燈
」
と
外
形
は
そ
っ
く
り
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
意
図
は
ぴ
っ
た
り
と
は
一
致
せ
ず
、

牛
馬
両
方
の
安
寧
を
祈
願
す
る
目
的
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　

そ
こ
で
、（
α
）「
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
地
下
上
申
の
室
津
村
地
下
図
に
、『
柱
松
』
の
地
名
が
印
さ
れ
て
い
る
」、
並
び
に

（
β
）「
牛
馬
の
疫
病
が
流
行
し
て
た
く
さ
ん
倒
れ
た
と
き
」
の
二
箇
所
に
特
に
着
目
し
て
、
引
用
文
を
も
う
一
度
読
み
直
し
て
み
よ

う
。
す
る
と
、（
α
）
と
（
β
）
の
内
容
と
が
強
く
共
鳴
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
、
同
じ
豊
浦
町
の
吉
永
字
野
田
で
も
、「（
野
田
の
）
柱
松
」
が
行
わ
れ
、
同
様
に
そ
れ
を
「
旅
の
僧
が
疫
病
退
散
の
祈

禱
と
し
て
教
え
た
と
伝
え
る
」（
祖
生
の
柱
松
行
事
編
集
委
員
会　

一
九
八
五
、
二
八
）。
こ
の
資
料
は
、
室
津
の
資
料
に
極
め
て
近

い
内
容
を
持
っ
て
い
て
、
室
津
の
事
例
に
関
す
る
以
下
の
考
察
の
内
容
を
よ
く
補
強
す
る
傍
証
た
り
得
る
と
言
え
る
―
そ
れ
を
念

頭
に
置
い
て
、
小
稿
を
読
み
進
め
て
欲
し
い
。

　

先
ず
な
に
よ
り
も
、
室
津
の
「
地
下
図
」
―
こ
こ
で
は
、
浦
（
漁
村
部
）
に
対
す
る
地
下
（
じ
げ
、
つ
ま
り
農
村
部
）
の
絵
図

―
が
描
か
れ
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
と
は
、
西
日
本
で
は
最
大
の
大
飢
饉
と
な
っ
た
「
享
保
の
飢
饉
」（
享
保
一
七
年
〔
一

七
三
二
〕）
の
僅
か
7
年
後
に
当
た
る
年
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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も
っ
と
も
、
そ
の
享
保
の
飢
饉
に
伴
う
家
畜
（
牛
馬
）
の
大
量
死
の
原
因
は
、
牛
疫
で
は
な
く
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（brow

n�

planthopper

）�

に
よ
る
稲
の
食
害
で
あ
り
、「
言
う
な
ら
ば
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
型
災
害
」
だ
っ
た
と
岸
浩
が
指
摘
し
て
い
る
（
岸　

一

九
六
一
）。
加
え
て
岸
は
、（
長
州
藩
で
は
）「
享
保
一
七
年
に
は
腐
敗
し
た
稲
ワ
ラ
の
給
与
に
よ
る
数
千
頭
の
牛
馬
大
量
死
記
録
が

あ
る
が
、
麻
疹
と
あ
る
の
で
カ
ビ
中
毒
の
一
種
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
、
重
ね
て
述
べ
た
（
岸　

一
九
八
二
ａ
、
二
二
）。

　

岸
の
そ
の
論
証
を
忠
実
に
踏
ま
え
れ
ば
、
牛
馬
の
安
寧
を
祈
願
す
る
豊
浦
（
室
津
）
の
「
柱
松
」
は
、
牛
の
み
の
安
寧
を
祈
願
す

る
長
門
・
豊
北
の
「
牛
灯
」
と
「
形
式
」
は
一
見
同
じ
で
も
、
や
は
り
「
内
容
」
を
別
に
す
る
、
異
な
る
行
事
な
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
ら
牛
を
襲
う
と
さ
れ
て
い
た
妖
獣
シ
イ
と
直
接
的
に
は
縁
が
な
い
、
と
ひ
と
ま
ず
判
断
を
下
す
の
が
恐
ら
く
適
切
で
あ

る
と
思
え
よ
う
。
し
か
し
、
次
節
で
詳
し
く
述
べ
る
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
受
け
止
め
方
で
は
ま
だ
理
解
が
浅
く
表
面
的
で
あ
り
、

形
式
論
理
に
偏
し
た
歴
史
の
誤
読
に
な
っ
て
し
ま
う
―
こ
の
旨
、
予
め
強
く
警
告
し
て
お
き
た
い
。

3
．
享
保
の
飢
饉
を
巡
る
九
州
と
防
長
の
事
情

　

実
は
、
筆
者
は
次
の
事
情
を
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
シ
イ
の
存
在
が
九
州
で
広
く
知
ら
れ
、
強
く
恐
れ
始
め
ら
れ
た
の
は
、

意
外
に
も
、
日
本
で
の
二
度
の
牛
疫
大
流
行
―
「
寛
永
牛
疫
」（
寛
永
一
五
－
一
八
年
〔
一
六
三
八
－
四
一
〕）
と
「
寛
文
牛
疫
」

（
寛
文
一
二
年
－
延
宝
一
年
〔
一
六
七
二
－
七
三
〕
―
の
時
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
台
風
に
よ
る
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
型
災
害
」

で
牛
馬
が
共
に
大
量
死
し
た
、
享
保
の
飢
饉
（
最
大
の
飢
饉
）
の
折
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
小
馬　

二
〇
二
二
ａ
、
九
五
）。

　

で
は
、
一
体
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。
一
見
矛
盾
に
満
ち
た
右
の
事
実
を
、
歴
史
の
文
脈
に
深
く
位
置
づ
け
て
丹
念
に
読
み
解

け
ば
、
実
は
、
次
の
よ
う
に
明
快
な
理
由
が
鮮
や
か
に
浮
上
し
て
く
る
。
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九
州
各
地
の
文
献
記
録
が
明
確
に
記
録
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
度
の
牛
疫
大
流
行
の
折
、
つ
い
に
絶
望
が
極
ま
っ
た
各
地
の
農
民

た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
は
単
に
駄
獣
と
し
て
し
か
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
馬
に
よ
る
犁
耕
を
ふ
と
思
い
立
っ
た
。
そ
し
て
、
各
地
で
そ
れ

が
お
い
お
い
思
い
が
け
ず
見
事
に
成
功
し
、
こ
こ
に
、
日
本
で
初
め
て
馬
耕
が
開
始
さ
れ
た
の
だ
っ
た

―
「
人
間
万
事
砦
翁
が

馬
」
の
実
例
を
馬
が
現
出
し
た
と
言
う
べ
き
か
。

　

馬
は
牛
よ
り
も
強
力
で
、
少
な
く
と
も
（
全
般
的
に
山
が
ち
な
中
国
地
方
、
殊
に
防
長
両
国
と
は
対
照
的
に
、
筑
後
平
野
を
初
め

と
す
る
九
州
の
）
広
闊
な
平
野
地
帯
で
は
、
馬
耕
が
牛
耕
の
効
率
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
牛
だ
け
を
襲
う
（
従
来
の
）

シ
イ
の
脅
威
は
、
二
つ
の
牛
疫
大
流
行
の
経
験
を
機
に
初
発
さ
れ
た
、
歴
史
的
で
画
期
的
な
技
術
革
新
で
あ
る
馬
耕
に
よ
っ
て
大
幅

に
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
、
全
く
思
わ
ぬ
好
結
果
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

牛
疫
流
行
が
原
因
で
は
な
い
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
型
災
害
」
だ
っ
た
享
保
の
飢
饉
で
は
、
牛
だ
け
で
な
く
、
牛
馬
が
共
に
大
量
に
死
ん

だ
。
そ
の
現
象
を
当
時
の
農
民
の
実
感
的
な
現
象
解
釈
に
則
し
て
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
時
に
初
め
て
、「
シ
イ
が
（
牛
に
加
え
て
）

馬
も
襲
う
痛
切
な
体
験
」
を
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
う
一
つ
の
画
期
を
な
す
、
シ
イ
現
象
解
釈
の
巨
大
な
変
化
だ
っ
た
。
も

し
も
牛
馬
を
共
に
同
時
に
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
農
民
は
自
ら
耨
耕
（
す
な
わ
ち
「
人
耕
」）
に
訴
え
る
他
に
は
、
採
る
べ
き
術
が

何
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
完
全
な
絶
望
状
態
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
⒜
「
牛
だ
け
を
襲
う
」
妖
獣
と
し
て
の
旧
来
の
シ
イ
（
概
念
）
以
上
に
、
享
保
の
飢
饉
時
に
、
⒝
「
牛
と
馬
を
共
に

襲
う
」
ま
で
に
段
違
い
に
力
を
増
強
し
た
「
新
し
い
シ
イ
」
の
存
在
が
広
域
的
に
知
れ
渡
り
、
一
層
強
く
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
九
二
－
九
六
）。

　

災
害
の
民
俗
に
潜
む
民
衆
的
な
論
理
の
逆
説
を
こ
う
読
み
解
い
た
今
、
我
々
の
目
は
、
先
の
室
津
の
短
く
て
一
見
些
細
に
思
え
る
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記
事
の
内
に
、
ま
さ
し
く
筆
者
の
論
証
を
裏
書
き
す
る
、
鮮
や
か
な
歴
史
の
一
コ
マ
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
室
津
の

人
々
は
、
享
保
の
飢
饉
の
後
、
そ
の
劇
的
に
増
強
さ
れ
た
「
新
し
い
シ
イ
」
が
牛
馬
に
共
に
加
え
る
致
命
的
な
攻
撃
の
防
除
を
祈
念

す
る
目
的
（「
内
容
」）
で
、（
恐
ら
く
修
験
道
に
端
を
発
し
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
火
祭
で
あ
る
）「
柱
松
」
儀
礼
を
初
め
て
外

部
か
ら
導
入
し
て
実
施
し
た
―
い
わ
ば
、
古
い
革
袋
に
新
し
い
酒
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
空
高
く
松
明
を
掲
る

柱
松
行
事
は
、
牛
の
安
寧
を
専
一
に
祈
願
す
る
長
門
・
豊
北
の
「
牛
灯
」
と
、
結
果
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
外
見
（「
形
式
」）
を
も

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
追
っ
て
詳
述
す
る
よ
う
に
、
牛
灯
自
体
が
そ
の
目
的
を
柱
松
に
「
代
入
」
す
る
と
い
う
仕
方
で
形
成
さ

れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

4
．
文
人
に
と
っ
て
の
シ
イ
、
農
民
に
と
っ
て
の
シ
イ

　

筆
者
の
こ
の
解
釈
を
強
く
支
持
す
る
、
も
う
一
つ
別
の
事
例
に
も
、
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
た
い
。
そ
れ
は
、
山
口
県
南
東
部
に
位

置
し
、
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
周
東
町
祖
生
（
そ
お
、
現
・
周
南
市
祖
生
）
の
柱
松
の
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　

藩
政
期
の
祖
生
は
、
長
州
藩
本
藩
で
は
な
く
支
藩
、
岩
国
藩
に
属
し
て
い
た
の
で
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
は
同
村
の
記
録
が

全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
祖
生
の
中
村
地
区
に
鎮
座
し
て
い
る
新
宮
神
社
が
伝
え
る
『
産
土
社
諸
控
早
採
略
記
』
に

は
、「
享
保
十
九
年
甲
寅
七
月
十
八
日
よ
り
三
日
間　

牛
馬
御
祈
念
有
之
、
永
々
七
月
十
四
日
に
高
灯
明
立
願
有
之
、
柱
松
之
企
相

始
り
候
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
（
祖
生
の
柱
松
行
事
編
集
委
員
会　

一
九
八
五
、
八
七
）。

　

同
文
書
に
よ
れ
ば
、
同
社
で
は
享
保
一
九
年
七
月
一
八
日
か
ら
3
日
間
に
わ
た
っ
て
牛
馬
の
安
全
を
祈
願
し
た
が
、（
村
民
が
）

そ
れ
に
先
立
つ
七
月
一
四
日
に
高
灯
明
を
立
て
て
（
恐
ら
く
シ
イ
退
除
の
）
願
を
か
け
た
。
こ
れ
が
同
地
の
柱
松
行
事
の
始
ま
り
だ
、
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と
言
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
は
、
ま
さ
に
享
保
の
大
飢
饉
の
2
年
後
、
ま
た
室
津
で
柱
松
行
事
が
始
ま
る
5
年
前
に
当
た
る
。

す
る
と
、
祖
生
が
柱
松
行
事
を
導
入
し
た
の
と
そ
っ
く
り
同
一
の
契
機
を
、
室
津
（
の
み
な
ら
ず
当
時
の
防
長
各
地
）
に
つ
い
て
も

確
認
で
き
る
と
言
え
そ
う
だ
。

　

く
わ
え
て
、
柱
松
行
事
で
あ
る
「
野
田
の
火
祭
」
を
行
う
、
山
口
県
の
日
本
海
側
、
阿
武
郡
む
つ
み
村
字
野
田
（
現
・
萩
市
）
の

伝
承
も
ま
た
、
そ
の
傍
証
た
り
得
よ
う
。
同
地
で
は
、
次
の
ご
と
く
言
い
伝
え
て
来
た
。

　

年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
昔
野
田
の
地
方
で
牛
馬
の
疫
病
が
流
行
し
、
農
耕
に
一
番
大
事
な
牛
馬
が
数
多
く
死
ん
だ
。

そ
の
と
き
、
お
祇
園
様
に
願
を
か
け
て
、
こ
の
火
祭
を
し
た
と
こ
ろ
、
疫
病
は
す
っ
か
り
止
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
以
来
の
火
祭

は
現
在
も
休
み
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。�

（
祖
生
の
柱
松
行
事
編
集
委
員
会　

一
九
八
五
、
二
七
。
傍
線
は
小
馬
）。

　　

こ
の
事
例
で
も
、「
農
耕
に
一
番
大
事
な
牛
馬
が
数
多
く
死
ん
だ
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
年
代
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
そ
の

火
祭
開
始
の
年
も
ま
た
、
恐
ら
く
享
保
の
飢
饉
の
数
年
後
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
室
津
村
・
祖
生
村
中
村
・
む
つ
み
村
野
田
の
三
例
を
比
較
す
る
と
、
祈
願
を
差
し
向
け
る
（
願
を
か
け
る
）
べ
き
対
象

―
仮
に
ｘ
と
し
よ
う
―
を
特
定
し
て
い
る
の
は
、「
お
祇
園
様
」（
牛
頭
天
王
）
と
す
る
む
つ
み
村
野
田
の
み
で
あ
る
。
そ
の
ｘ

に
は
、
よ
り
強
力
な
（
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
そ
の
）
他
の
何
者
か
を
柔
軟
に
随
時
「
代
入
」
で
き
る
―
む
し
ろ
、
そ
う

す
る
べ
き
で
あ
る
―
要
素
だ
と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
る
。
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さ
て
、
九
州
の
場
合
も
、
享
保
の
大
飢
饉
こ
そ
が
シ
イ
の
概
念
、
並
び
に
「
シ
イ
追
い
」
や
柱
松
の
（
実
力
的
・
儀
礼
的
）
行
事

が
広
域
的
に
波
及
す
る
決
定
的
な
契
機
に
な
っ
た
こ
と
を
、
筆
者
は
既
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
二
九
－

四
三
六
）。
そ
こ
で
、
そ
の
要
点
を
簡
潔
に
述
べ
た
部
分
を
、
こ
こ
で
参
照
し
て
お
き
た
い
。

　

社
会
現
象
と
し
て
の
シ
イ
追
い
の
存
在
を
歴
史
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、『
石
原
家
記
』
下
巻
に
出
る
享
保
一
二
年
（
一
七

二
七
）
の
二
つ
の
短
い
記
事
の
方
だ
。
享
保
一
七
年
の
大
飢
饉
を
間
近
に
控
え
た
時
期
に
、
久
留
米
藩
領
内
で
は
既
に
シ
イ
追

い
実
施
の
機
運
が
或
る
程
度
強
か
っ
た
事
実
が
そ
れ
か
ら
分
か
る
。
た
だ
、
両
記
事
は
事
務
的
で
素
っ
気
な
い
。
八
月
の
記
事

は
叱
責
に
主
眼
が
あ
り
、
藩
庁
の
抑
圧
的
な
姿
勢
が
ま
だ
ま
だ
前
面
に
出
て
い
る
。

　

さ
て
、
時
系
列
で
こ
れ
に
次
い
で
古
い
の
が
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）、
肥
前
松
浦
郡
見
借
村
の
シ
イ
騒
動
の
事
例
で
、

こ
の
場
合
は
逆
に
家
老
層
ま
で
も
が
す
す
ん
で
シ
イ
の
屍
を
検
分
し
、
見
付
け
次
第
大
庄
屋
管
轄
下
の
村
々
全
体
（
組
）
で
狩

り
出
せ
と
命
じ
て
、
藩
庁
も
シ
イ
退
治
に
強
い
意
気
込
み
を
示
し
た
。
そ
の
間
僅
か
に
五
年
。
略
々
そ
の
五
年
程
の
期
間
の
何

処
か
で
、
シ
イ
が
社
会
現
象
化
す
る
重
大
な
転
機
が
訪
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

�

（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
三
五
－
四
三
六
）

　
（
筆
者
が
初
め
て
そ
の
存
在
を
広
く
紹
介
し
た
）
肥
前
国
唐
津
地
方
見み

る

借か
し

村
の
シ
イ
追
い
の
事
例
が
持
つ
、
極
め
て
重
大
な
意
義

を
こ
の
よ
う
に
解
題
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
実
に
享
保
の
大
飢
饉
こ
そ
が
「
シ
イ
が
社
会
現
象
化
す
る
重
大
な
転
機
」
と
な
っ
た
の

だ
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
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本
節
の
最
後
に
、
つ
い
で
な
が
ら
も
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
貝
原
益
軒
が

刊
行
し
た
『
大
和
本
草
』
の
絶
大
な
感
化
に
よ
っ
て
、
シ
イ
の
属
性
の
大
方
の
認
識
が
、
牛
だ
け
を
襲
う
妖
獣
か
ら
牛
馬
を
共
に
襲

う
妖
獣
へ
と
一
気
に
大
き
く
変
化
し
た
と
、
先
に
述
べ
た
（
第
三
章
第
2
節
）。
た
だ
し
、
そ
れ
は
シ
イ
の
害
に
は
全
く
無
縁
の
、

専
ら
江
戸
や
大
坂
の
文
人
等
、
大
都
会
の
識
字
人
た
ち
の
間
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
直
接
に
は
西
日
本
各
地
の
無
筆
の
農
民
た
ち
に

と
っ
て
は
全
く
与
り
知
ら
ぬ
事
態
で
あ
っ
た
。
特
に
西
日
本
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
大
都
会
で
あ
る
江
戸
の
人
々
に
は
、
そ
の
変
化
は
、

恐
ら
く
さ
し
た
る
実
感
の
な
い
瑣
末
事
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
享
保
の
飢
饉
を
機
に
西
日
本
で
起
き
た
と
論
じ
て
き
た
、「
牛
の
み
を
襲
う
シ
イ
」
か
ら
「
牛
馬
を
共
に
襲
う
シ
イ
」

へ
の
極
め
て
強
力
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
は
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
り
、
西
日
本
各
地
の
農
民
を
一
際
強
く
等
し
く
震
撼
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
、
彼
等
の
心
境
を
根
底
か
ら
一
新
さ
せ
る
ほ
ど
強
力
で
画
期
的
な
出
来
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
両

方
の
変
化
は
、
外
見
上
は
同
じ
で
も
、
質
も
意
味
も
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
享
保
の
大
飢
饉
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ら

二
つ
の
変
化
が
奇
し
く
も
一
つ
に
収
斂
し
て
行
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

5
．
動
態
論
的
な
「
民
俗
形
成
論
」
の
た
め
に

　

こ
う
し
て
、
室
津
の
柱
松
も
祖
生
の
柱
松
も
共
に
、
牛
馬
に
対
す
る
、
い
わ
ば
「
新
し
い
シ
イ
」
の
攻
撃
の
予
防
を
目
的
と
す
る

祈
願
行
事
だ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
牛
だ
け
に
限
ら
ず
、
牛
と
馬
の
両
方
に
関
わ
る
儀
礼
で
あ
る
以
上
、
仮

り
に
柱
松
を
移
入
し
て
も
、
そ
れ
を
「
牛
灯
」
へ
と
改
称
す
る
の
は
も
は
や
完
全
に
無
用
で
、
且
つ
陳
腐
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
柱
松

の
名
称
は
、
内
容
の
変
化
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
結
果
、
そ
の
ま
ま
で
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
室
津
の
事
例
の
解
釈
で
採
用
し
た
方
式
を
他
の
「
柱
松
」
行
事
の
諸
事
例
に
も
敷
衍
し
て
み
れ
ば
、
恐
ら
く
広
域
的
で
、

且
つ
個
々
に
動
態
論
的
な
シ
イ
論
の
展
望
が
開
け
て
く
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
シ
イ
が
⒜
「
牛
だ
け
を
襲
う
」
／
⒝
「
牛
と
馬
を
共
に
襲
う
」
と
い
う
両
様
の
認
識
が
併
存
し
て
錯

綜
す
る
曖
昧
さ
が
一
般
化
し
た
経
緯
の
徹
底
的
な
解
明
に
は
ま
だ
遠
く
、
確
実
に
は
届
い
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
さ
ら
に
肉
薄
す
る

た
め
に
は
、
や
は
り
牛
灯
行
事
形
成
の
揺
籃
の
地
を
確
実
に
突
き
止
め
て
、
そ
こ
で
の
歴
史
状
況
の
探
究
を
基
盤
に
し
て
考
究
を
進

め
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

事
実
、
柱
松
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
の
「
柱
松
考
」
以
来
少
な
か
ら
ざ
る
研
究
論
考
が
書
か
れ
て
来
た
。
一
方
、
牛
灯
を
論
じ

た
文
献
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
地
元
山
口
県
の
研
究
者
や
民
間
の
人
々
が
著
し
た
、
大
概
は
ご
く
ご
く
手
短
な
個
別
事
例
の
報
告

が
幾
つ
か
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
行
事
の
関
係
性
を
見
極
め
る
に
は
、
先
ず
両
者
間
に
厳
然
と
存
在
す
る
情
報
量
の

差
を
詰
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
前
節
の
旧
豊
浦
町
室
津
の
柱
松
の
記
事
に
は
、
軽
く
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
示
唆
が
他
に
も
ま
だ
幾
つ
も
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
、
以
下
に
挙
げ
て
一
覧
し
て
お
き
た
い
。

①�

室
津
で
柱
松
民
俗
が
始
ま
る
に
は
、
僧
と
い
う
、
識
字
的
な
高
文
化
に
通
じ
た
媒
介
者
に
よ
る
触
媒
作
用
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

②�

そ
の
媒
介
者
は
、
偶
々
「
通
り
か
か
っ
た
旅
の
」
人
で
、
土
地
の
人
々
に
と
っ
て
は
外
部
的
な
属
性
が
際
立
つ
。

③�

そ
の
僧
は
、
高
邁
で
抽
象
的
な
言
辞
（
記
号
論
で
い
う
「
意
味
す
る
も
の
」）
を
弄
す
る
の
み
で
、
実
施
上
の
具
体
的
な
指

示
を
明
確
に
は
与
え
て
い
な
い
（
と
見
え
る
）。
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④�

土
地
の
人
々
自
身
が
、
僧
の
言
辞
を
具
体
化
す
る
方
途
（
記
号
論
で
い
う
「
意
味
さ
れ
る
も
の
」）
を
既
存
の
火
祭
で
あ
る

柱
松
の
あ
り
方
に
見
出
し
、
村
人
の
総
意
で
そ
れ
を
外
部
か
ら
導
入
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
分
析
す
れ
ば
、
対
象
を
ご
く
平
板
に
抽
象
化
す
る
従
来
の
伝
播
論
の
あ
り
方
を
大
き
く
超
え
出
て
、
当
事
者
双
方

（
村
人
／
旅
の
人
）
が
相
互
に
働
き
掛
け
合
っ
て
何
か
が
弁
証
法
的
に
生
成
し
て
行
く
、
動
態
的
な
「
民
俗
形
成
論
」
の
シ
ェ
マ
を

見
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
発
見
性
に
強
く
着
目
し
て
、
小
稿
で
は
筆
者
自
身
が
こ
れ
を
基
本
的
な
シ
ェ
マ
と
し
て
採
用
す
る
。

　

な
お
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
別
に
得
ら
れ
る
重
要
な
示
唆
は
、
や
は
り
牛
灯
儀
礼
発
祥
の
地
を
山
口
県
北
西
隅
に
求
め
る
べ
き
こ
と

で
あ
る
。『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
見
る
志
摩
郡
野
北
村
の
寛
文
二
年
の
シ
イ
騒
動
や
、
前
節
で
見
た
肥
前
（
唐
津
）
や
筑
後
の
シ

イ
騒
動
の
事
例
も
共
に
、
次
の
こ
と
を
説
得
的
に
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
山
口
県
北
西
部
か
ら
九
州
北
部
を
扼
す
る
響

灘
・
玄
界
灘
沿
岸
部
で
は
―
本
節
で
詳
し
く
見
た
よ
う
に
、
後
ほ
ど
享
保
の
飢
饉
の
経
験
を
契
機
と
し
て
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

―
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
よ
り
も
か
な
り
早
く
、
シ
イ
と
柱
松
が
複
合
し
た
儀
礼
が
成
立
し
た
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
。

五
、『
大
津
郡
志
』
と
シ
イ
の
原
点

　

さ
て
、
山
口
県
北
西
隅
に
当
た
る
地
域
の
郷
土
研
究
の
重
要
な
成
果
と
し
て
、
萩
原
新

（
9
（

生
が
著
し
た
『
大
津
郡
志
』（
一
九
四
九
）

が
あ
る
。
で
は
、
同
書
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
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1
．『
大
津
郡
志
』
―
欠
陥
と
魅
力
交
々

　

防
長
両
国
や
（
そ
の
行
政
的
な
後
継
地
域
で
あ
る
）
山
口
県
の
歴
史
や
民
俗
を
研
究
す
る
場
合
、
基
礎
的
な
参
照
文
献
と
し
て

『
防
長
風
土
注
進
案
』
を
欠
く
こ
と
は
決
し
て
出
来
な
い
。
無
論
、
シ
イ
に
関
す
る
研
究
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
文
体
は
、

記
述
の
精
粗
、
巧
拙
、
強
調
点
等
で
地
区
（
宰
判
や
村
）
別
に
某
か
の
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
藩
政
改
革
の
（
特
に
統
計
的

な
）
基
礎
資
料
と
し
て
の
実
用
に
堪
え
る
べ
く
、
概
し
て
実
務
的
で
堅
牢
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
て
い
る
。
他
方
、
第
2
次
世

界
大
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
現
代
的
な
地
方
史
（
及
び
地
方
誌
）
は
、
史
料
批
判
を
徹
底
さ
せ
る
文
献
史
学
の
方
法
に
立
脚
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
一
般
に
実
証
的
に
論
旨
を
展
開
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
戦
後
間
も
な
い
一
九
四
九
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、『
大
津
郡
志
』
の
文
体
は
や
や
ロ
マ
ン
主
義
的
な
傾
き

が
あ
り
、
右
の
両
者
と
は
異
な
っ
て
、
或
る
種
の
脆
弱
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
大
局
的
な
歴
史
観
の
時
代
が
か
っ
た
古
さ
と
、
郷
土
愛

に
傾
き
が
ち
で
や
や
恣
意
的
な
価
値
判
断
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
が
背
景
と
も
な
る
、
文
体
的
規
律
の
緩
さ
や
資
料
批
判
の
不
徹

底
等
、
総
じ
て
幾
分
か
の
素
人
っ
ぽ
さ
（
非
専
門
性
）
を
拭
い
切
れ
な
い
。

　

藩
政
時
代
、
大
津
郡
は
長
州
本
藩
（
萩
藩
）
の
前
大
津
・
先
大
津
両
宰
判
（
代
官
の
管
轄
区
分
）
で
構
成
さ
れ
、
明
治
以
後
の
大

津
郡
も
そ
の
領
域
を
踏
襲
し
た
。
江
戸
時
代
の
両
宰
判
分
属
を
歴
史
的
背
景
と
す
る
土
地
柄
の
ゆ
え
か
、
ま
た
は
時
代
的
な
制
約
の

ゆ
え
か
、『
大
津
郡
志
』
に
は
一
体
的
な
郷
土
愛
涵
養
の
一
助
と
し
て
編
集
さ
れ
た
と
推
し
量
れ
る
節
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
愛
郷
的
な
偏
り
に
も
、
研
究
資
料
と
し
て
対
す
る
場
合
に
は
、
実
に
、
功
罪
両
面
が
あ
る
こ
と
を
冷

静
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
人
類
学
徒
で
あ
る
筆
者
は
、
む
し
ろ
そ
の
幾
分
の
歪
み
の
ゆ
え
に
伴
う
こ
と
に
も
な
り
得
る

「
魅
力
」
を
『
大
津
郡
志
』
に
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
歪
み
に
基
い
て
書
き
手
の
内
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
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で
、
小
稿
で
も
こ
の
点
に
強
く
着
目
し
て
エ
ッ
ジ
の
立
っ
た
切
り
口
を
用
意
し
、
大
胆
に
人
類
学
的
な
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

　

と
言
う
の
は
、
も
の
を
見
て
い
る
―
し
か
も
唯
一
そ
の
当
人
に
だ
け
は
見
え
な
い
―
自
ら
の
視
線
を
、
人
類
学
は
決
し
て
無

色
透
明
で
中
立
的
、
或
い
は
無
機
的
な
も
の
と
は
見
做
さ
な
い
か
ら
だ
。
逆
に
、
誰
も
が
ど
う
し
て
も
免
れ
得
な
い
自
ら
の
視
線
の

無
自
覚
な
偏
り
を
捉
え
て
、
分
析
上
の
前
提
と
も
、
ま
た
手
掛
か
り
と
も
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
当
人
に
と
っ
て
は
「
自
然
な
」

視
線
を
、
逆
に
敢
え
て
一
種
の
「
色
眼
鏡
」
越
し
の
不
自
然
な
視
線
に
準
え
、
そ
れ
を
準
拠
枠
と
し
て
据
え
て
、
或
る
人
間
集
団
の

エ
ー
ト
ス
（
基
底
的
な
精
神
的
特
質
）
を
理
解
可
能
な
も
の
に
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、（
小
稿
も
そ
れ
に
従
う
）
筆
者
独
特
の
エ
ス
ノ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
は
、
人
類
学
に
固
有
な
右
の
基
礎
的
な
方
法

を
、
日
本
の
歴
史
へ
と
自
己
言
及
的
に
応
用
す
る
べ
く
構
築
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
小
稿
は
、
や
が
て
シ
イ
が
「
身
を
隠
す
こ
と

に
よ
っ
て
身
を
現
す
」
事
態
を
予
見
し
て
論
述
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
も
あ
れ
、
小
稿
に
と
っ
て
『
大
津
郡
志
』
が
有
す
る
最
大
の
魅
力
的
な
意
義
は
、
日
本
最
初
の
牛
疫
大
流
行
で
あ
る
「
寛
永
牛

疫
」（
寛
永
一
五
～
一
八
年
〔
一
六
三
八
～
四
一
〕）
に
十
余
年
も
先
立
つ
頃
に
、
先
大
津
宰
判
の
向
津
具
村
で
発
生
し
た
（
局
地
的

な
）
牛
疫
の
流
行
に
関
す
る
資
料
（
口
碑
と
文
献
）
の
存
在
を
伝
え
、
そ
の
当
時
の
現
地
の
状
況
を
具
体
的
に
考
察
す
る
糸
口
を
与

え
て
く
れ
る
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、『
大
津
郡
志
』
の
当
該
部
分
の
、
詳
細
で
、
且
つ
批
判
的
な
分
析
を
推
し
進
め
る
。

2
．
寛
永
二
年
の
牛
疫
と
そ
の
記
録

　
『
大
津
郡
志
』
の
「
九　

大
津
近
代
史
概
観
」
の
条
に
は
、
次
の
通
り
、
右
の
意
味
で
強
く
注
目
す
る
べ
き
記
述
が
あ
る

―
以

下
、
こ
れ
を
「
引
用
文
Ａ
」
と
表
記
す
る
。
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寛
永
二
年
（
一
六
二
五
年
、
小
馬
注
）
牛
疫
が
流
行
し
て
、
向
津
具
（
む
か
つ
く
、
小
馬
注
）
中
五
百
六
十
五
頭
の
う
ち
五

百
五
十
九
頭
病
死
し
、
わ
づ
か
に
六
頭
を
残
す
の
み
で
あ
つ
た
。
村
人
五
人
九
州
五
島
に
至
り
、
種
牛
十
二
頭
を
求
め
こ
れ
を

村
内
十
二
部
落
に
分
け
て
飼
養
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
輝
元
（
領
主
毛
利
輝
元
、
小
馬
注
）
の
塾
匠
で
あ
り
大
寧
寺
十
八
世
で
あ

つ
た
鐡
村
和
尚
が
輝
元
に
請
う
て
一
寺
を
建
立
し
て
退
隱
し
た
。
こ
れ
が
向
津
庵
で
あ
る
。
當
時
向
津
具
の
戸
數
は
千
二
百
三

戸
大
体
今
と
餘
り
違
わ
な
い
。
こ
の
年
、
鐡
村
和
尚
は
盛
大
な
牛
祭
を
行
つ
た
。
そ
の
後
十
三
年
を
經
て
（
寛
永
一
四
年
〔
一

六
三
七
〕、
つ
ま
り
「
寛
永
牛
疫
」
発
生
の
前
年
、
小
馬
注
）
鐡
村
和
尚
は
、
八
十
九
歳
（
正
し
く
は
七
十
二
歳
、
小
馬
注
）

を
以
て
歿
し
た
。
翌
々
年
の
二
月
廿
二
日
、
野
火
の
災
の
た
め
大
寧
寺
が
大
半
全
焼
し
て
し
ま
つ
た
。

�

（
萩
原　

一
九
四
九
、
三
九
－
四
〇
、
傍
線
は
小
馬
）

　

冠
山
山
地
（
中
国
山
地
西
部
）
の
日
本
海
（
山
陰
）
側
西
部
に
位
置
す
る
長
門
地
方
は
、
山
地
が
全
体
に
卓
越
す
る
中
国
地
方
で

も
、
特
に
平
地
が
少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
分
け
て
も
、
そ
の
最
西
部
を
占
め
る
大
津
郡
で
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
川
は
数
少
な
く

て
ご
く
短
く
、
平
地
の
乏
し
さ
が
際
立
つ
。
柳
田
国
男
の
「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
の
背
景
を
成
す
の
は
、
実
は
「
平
地
少
ナ
キ
長
門
」

と
い
う
そ
の
極
端
な
地
勢
な
の
だ
。
活
動
力
で
牛
を
大
き
く
凌
駕
す
る
馬
は
、
平
地
で
の
犁
耕
な
ら
牛
を
完
全
に
圧
倒
す
る
。
だ
が
、

逆
に
傾
斜
地
で
は
、
爪
が
割
れ
て
い
て
踏
ん
張
り
も
小
回
り
も
利
く
牛
に
よ
る
犁
耕
の
方
が
格
段
に
有
利
な
の
で
あ
る
。

　

今
、
そ
れ
以
上
に
決
定
的
に
重
大
な
の
は
、
先
述
の
通
り
、
日
本
で
の
馬
耕
が
、
寛
永
と
寛
文
、
二
度
の
「
牛
疫
」（rinder-

pest

）
の
大
流
行
で
牛
が
ほ
ぼ
全
滅
し
て
奈
落
の
底
を
経
験
し
た
九
州
各
地
で
、
そ
の
折
り
に
牛
耕
の
代
替
と
し
て
試
み
ら
れ
て
漸
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く
始
ま
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
小
馬　

二
〇
二
二
ａ
、
九
四
－
九
五
）。

　

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
、
大
き
く
時
代
が
下
る
が
、
江
戸
時
代
末
期
の
向
津
具
村
の
家
畜
飼
養
状
況
を
、『
防
長
風
土
注
進
案
』（
第

一
八
巻
）
で
是
非
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
牛
馬
数
」
は
、
各
村
々
が
上
申
す
る
べ
き
必
須
の
項
目
の
一
つ
だ
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
向
津
具
村
の
前
に
、
同
じ
く
先
大
津
宰
判
に
属
し
て
い
た
神
玉
上
村
を
代
表
例
と
し
て
、
大
津
地
方
の
事
情
を
大
局
視
し
て
お

く
の
が
好
都
合
で
あ
る
。『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
よ
る
と
、
同
村
は
「
一
牛
馬
數　

牛
四
百
六
疋　

馬
八
拾
四
疋
」
で
あ
り
、
牛

の
数
が
馬
の
五
倍
弱
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
馬
少
ナ
キ
長
門
」、
或
い
は
そ
の
大
津
地
方
の
典
型
的
な
あ
り
方
だ
っ
た
と
言
え
る
。
な

お
、
神
玉
村
（
現
・
下
関
市
豊
浦
町
）
で
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
初
年
ま
で
は
、
海
か
ら
現
れ
て
牛
を
襲
う
一
つ
目
の
魔
物
シ
イ
を

退
治
す
る
「
シ
イ
の
行
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
（
小
稿
第
四
章
第
1
節
）。

　

と
こ
ろ
が
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
向
津
具
村
の
記
録
に
は
、
他
に
類
を
見
な
い
驚
く
べ
き
特
異
性
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
、「
一

牛
馬
數　

牛
七
百
七
拾
四
疋
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
て
、
馬
の
頭
数
の
記
載
が
全
く
無
い
。
馬
の
不
在
に
す
ら
言
及
し
な
い
の
だ
。

西
日
本
で
は
、「
寛
永
牛
疫
」・「
寛
文
牛
疫
」
を
機
に
馬
耕
が
始
ま
り
、
平
地
で
は
馬
の
能
力
が
牛
を
遙
に
凌
駕
す
る
こ
と
が
誰
の

目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
近
い
時
代
で
さ
え
も
、
向
津
具
村
で
は
犁
耕
獣
は
全
て

牛
で
あ
り
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
極
め
て
特
異
な
事
実
は
、
規
模
の
ご
く
小
さ
な
向
津
具
半
島
で
は
、
そ
の
地
形
の
絶
対

的
な
制
約
に
よ
っ
て
馬
を
犁
耕
に
使
う
余
地
が
ほ
ぼ
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、「
牛
少
キ
長
門
」
の
極

北
の
地
が
ま
さ
に
向
津
具
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
目
覚
ま
し
い
事
実
は
、「
引
用
文
Ａ
」
中
の
頭
数
が
全
て
牛
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
に
十
分
な
、
極
め
て
重
大
な
根

拠
た
り
え
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
当
事
者
の
誰
に
と
っ
て
も
自
明
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、（
元
々
の
口
碑
は
）
牛
馬
の
別
に
全
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く
言
及
せ
ず
、
端
的
に
頭
数
の
み
を
挙
げ
て
い
た
の
だ
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
一
層
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
始
め
る
前
に
、
小
稿
第
三
章
第
4
節
（「
牛
疫
流
行
と
シ
イ
の
生
成
」）
で
、
シ
イ
概
念

の
発
展
を
5
段
階
（
①
～
⑤
）
に
区
分
し
て
次
の
よ
う
に
概
括
し
た
こ
と
に
改
め
て
強
く
注
意
を
指
し
向
け
た
い
―
今
後
、
大
局

観
を
見
失
わ
ず
に
分
析
を
進
め
る
た
め
の
、
い
わ
ば
頼
み
の
綱
と
し
て
。

　

シ
イ
概
念
の
発
展
の
段
階
的
な
経
過
は
、
岸
の
研
究
を
基
に
整
理
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
寛
永
一
五
年

（
一
六
三
八
）
か
ら
の
「
寛
永
牛
疫
」
の
大
流
行
の
結
果
、
恐
ら
く
そ
れ
以
前
に
形
成
さ
れ
始
め
て
い
た
牛
の
疫
病
の
病
因
と

し
て
の
妖
獣
シ
イ
の
観
念
と
そ
れ
に
纏
わ
る
小
伝
統
が
、
長
門
国
で
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
、
同
じ
長
州
藩
領
で
あ
る
周
防
国
内

に
も
速
や
か
に
広
が
っ
て
行
っ
た
。
②
「
寛
文
牛
疫
」（
寛
文
一
二
年
〔
一
六
七
二
〕）
の
十
年
前
に
当
た
る
、
寛
文
二
年
（
一

六
六
二
）
の
筑
前
国
野
北
村
で
の
シ
イ
騒
動
を
機
に
、
周
防
国
か
ら
シ
イ
の
概
念
が
筑
前
国
に
移
入
さ
れ
た
。
③
「
寛
文
牛

疫
」
で
牛
の
連
続
大
量
死
が
広
範
囲
で
起
き
た
結
果
、
シ
イ
の
概
念
が
九
州
全
体
に
大
き
く
拡
散
す
る
と
共
に
、
強
化
さ
れ
た
。

④
そ
の
拡
大
・
強
化
が
、
牛
馬
が
広
域
的
に
大
量
死
し
た
「
享
保
の
大
飢
饉
」
の
際
に
そ
の
原
因
が
シ
イ
で
あ
る
と
特
定
さ
れ

る
確
か
な
素
地
と
な
り
、
⑤
「
享
保
の
大
飢
饉
」
を
機
に
、
シ
イ
の
観
念
が
一
気
に
極
め
て
広
域
的
に
拡
大
し
、
波
及
し
て
行

っ
た
。�

（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
、
七
八
）

　

今
、
特
に
①
、
分
け
て
も
そ
の
傍
線
部
に
注
目
し
て
欲
し
い
。
つ
ま
り
筆
者
は
、（
岸
浩
が
確
証
し
得
た
限
り
で
は
）
我
が
国
最

初
の
牛
疫
（
大
）
流
行
で
あ
る
「
寛
永
牛
疫
」
を
西
日
本
の
人
々
が
遍
く
経
験
し
た
結
果
、
シ
イ
の
概
念
は
そ
の
後
広
く
知
ら
れ
る
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よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
長
門
に
は
シ
イ
概
念
が
最
初
に
形
成
さ
れ
た
前
史
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
、
た
だ
し
、

飽
く
ま
で
も
仮
説
的
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

実
に
、『
大
津
郡
志
』
の
先
の
記
事
（「
引
用
文
Ａ
」）
は
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
か
ら
の
「
寛
永
牛
疫
」
に
更
に
大
き
く

十
余
年
も
先
行
し
て
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
向
津
具
村
で
発
生
し
た
（
局
地
的
な
）
牛
疫
流
行
の
記
憶
を
伝
え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
筆
者
が
飽
く
ま
で
も
仮
説
的
に
想
定
し
た
「
前
史
」
を
現
実
に
垣
間
見
る
恰
好
の
資
料
と
な
っ
て
く
れ
る
。『
大
津
郡
志
』

の
価
値
は
こ
の
意
味
で
ま
さ
し
く
大
書
特
筆
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
引
用
文
Ａ
」
中
の
「
種
牛
」
の
表
現
は
、
買
い
付
け
の
対
象
が
牛
だ
と
判
る
点
で
、
取
り
分
け
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
般
に
去
勢
し
な
い
種
付
け
・
繁
殖
用
の
雄
牛
を
意
味
す
る
、
現
代
的
な
牧
畜
用
語
の
「
種
牛
」（bull

）
と
は
無
縁
で
、
向
津
具

の
村
牛
再
建
の
起
点
と
す
る
べ
く
村
人
が
五
島
で
購
入
し
た
「
妊
娠
中
の
雌
牛
」（cow

�in�calf

）�

を
意
味
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
総
数
「
五
百
六
十
五
頭
」
中
「
五
百
五
十
九
頭
」
が
病
死
し
、「
わ
づ
か
に
六
頭
」
生
き
残
っ
た
の
も
ま
た
、
先

に
述
べ
た
通
り
、
い
ず
れ
も
牛
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
が
、
や
は
り
極
め
て
自
然
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

3
．
大
寧
寺
住
持
鉄
村
和
尚
の
執
行
し
た
「
牛
祭
」

　

さ
ら
に
、
向
津
具
村
の
村
牛
復
興
の
こ
の
動
き
に
深
く
関
与
し
た
大
立
者
（
で
あ
る
識
字
人
）
が
、（
大
津
郡
の
東
側
半
分
に
当

た
る
）
前
大
津
宰
判
の
深
川
村
湯
本
（
部
落
）
に
鎮
座
す
る
、
曹
洞
宗
大
寧
寺
の
第
18
代
住
持
鉄
村
玄
鷟
和
尚
だ
と
判
る
点
で
も
、

『
大
津
郡
志
』
は
確
か
に
特
筆
す
る
に
値
す
る
。

　

そ
の
記
事
に
は
、
先
に
引
用
し
た
通
り
、
牛
疫
流
行
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
鉄
村
和
尚
が
領
主
毛
利
輝
元
を
そ
の
開
基
と
仰
い
で
、
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向
津
具
村
に
自
ら
の
隠
居
所
と
す
る
べ
く
向
津
庵
を
建
て
て
開
山
と
な
り
、
盛
大
な
「
牛
祭
」
を
行
っ
た
と
あ
る
。
す
る
と
、
筆
者

が
探
索
し
て
来
た
シ
イ
概
念
初
発
時
の
現
場
に
漸
く
辿
り
着
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
『
大
津
郡
志
』
は
、
そ
の
細

部
を
ま
さ
に
刮
目
し
て
吟
味
す
る
べ
き
資
料
だ
と
言
え
る
。

　

先
ず
、
そ
の
「
牛
祭
」
と
は
何
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
効
な
手
掛
か
り
は
、「
引
用
文
Ａ
」
と
内
容
の
重
複
が
顕

著
で
、
且
つ
牛
祭
の
実
情
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
記
事
が
『
大
津
郡
志
』
中
の
他
の
部
分
に
見
え
、
し
か
も
そ
れ
が
何
故
か
「
引

用
文
Ａ
」
の
頁
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
所
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
い
か
に
も
奇
妙
で
詰
屈
し
た
一
事
実
に
あ
る
。
そ
こ
で
、（
今

後
「
引
用
文
Ｂ
」
と
表
記
す
る
）
そ
の
記
事
を
次
に
紹
介
す
る
。

　

向
津
庵
の
北
嶺
に
三
寶
荒
神
が
鎮
座
し
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
鐡
村
和
尚
の
歡
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
俄
か
に
牛

馬
が
澤
山
斃
れ
、
諸
民
も
亦
多
く
病
ん
だ
の
で
、
老
人
た
ち
が
相
談
し
て
鐡
村
和
尚
に
告
げ
て
、
三
寶
荒
神
を
向
津
具
に
請
來
、

當
村
の
う
ち
十
二
村
に
分
ち
、
正
月
よ
り
十
二
月
ま
で
毎
月
之
を
祭
り
、
閏
月
に
は
浦
々
で
こ
れ
を
祭
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
、

向
津
庵
所
蔵
の
文
書
、「
寛
永
三
年
戌
八
月
、
向
津
具
村
中
牛
馬
安
全
守
神
歡
請
荒
神
社
〆
り
書
之
事
」
に
は
大
要
次
の
や
う

に
記
さ
れ
て
あ
る
。
向
津
具
村
中
、
牛
馬
相
煩
ひ
、
浦
在
と
も
に
千
二
百
三
軒
の
在
所
に
、
五
百
六
十
五
匹
所
持
の
と
こ
ろ
五

百
五
十
九
匹
病
死
し
て
、
残
り
六
匹
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
鐡
村
和
尚
が
、
牛
馬
の
守
り
神
と
し
て
、
能
州
國
惣
持
寺
（
総
持
寺
、

小
馬
注
）
の
鎮
守
荒
神
三
面
の
御
尊
像
を
歡
請
な
さ
れ
た
次
第
が
述
べ
ら
れ
、
寛
永
三
年
寅
の
春
、
牛
馬
を
買
い
入
れ
の
た
め
、

五
島
へ
行
つ
た
者
に
、
上
野
村
小
松
原
の
庄
九
郎
、
惣
萩
村
の
伊
右
衛
門
、
天
神
村
の
惣
五
郎
、
油
谷
島
村
の
庄
兵
衛
、
赤
八

村
の
平
九
郎
の
五
人
が
あ
り
、
十
二
匹
を
札
銀
一
貫
五
十
匁
で
買
入
れ
、
そ
れ
を
一
匹
づ
ゝ
村
々
に
分
け
た
。
そ
れ
が
今
日
の
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繁
昌
を
來
し
た
と
い
ふ
。�

（
萩
原　

一
九
四
九
、
一
六
三
－
一
六
四
、
傍
線
は
小
馬
）

　

Ａ
・
Ｂ
2
つ
の
引
用
文
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、「
牛
祭
」
の
あ
り
方
が
、
か
な
り
よ
く
判
っ
て
来
る
。
つ
ま
り
、
寛
永
二
年
（
一

六
二
五
）
に
牛
疫
が
流
行
し
、
翌
三
年
に
曹
洞
宗
の
（
越
前
国
永
平
寺
と
並
立
す
る
）
大
本
山
で
あ
り
、
大
寧
寺
の
本
山
に
当
た
る

能
登
国
鳳
至
郡
門
前
町
（
現
・
輪
島
市
門
前
町
）
の
総
持
寺
か
ら
、
鉄
村
が
そ
の
鎮
守
神
「
三
寶
荒
神
を
向
津
具
に
請
來
」
し
て

「
荒
神
社
」
を
建
て
た
。
こ
の
年
か
ら
同
社
の
祭
を
始
め
、
向
津
具
村
を
構
成
す
る
在
（
農
村
部
）「
十
二
村
」（
12
集
落
）
が
、「
正

月
よ
り
十
二
月
ま
で
毎
月
」
順
繰
り
で
祭
の
執
行
を
分
掌
し
た
。
ま
た
、（
閏
年
の
）
閏
月
は
、
同
村
内
の
浦
（
漁
村
部
）
が
総
体

で
荒
神
を
祭
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
―
ち
な
み
に
、
そ
の
直
近
の
閏
年
は
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
な
る
。

　

な
お
、
後
年
、
江
戸
時
代
末
期
の
村
々
の
事
情
を
上
申
し
た
『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
第
一
八
巻
、
向
津
具
村
の
条
に
は
「
一　

向
津
具
之
内
を
拾
二
村
に
し
て
、
荒
神
祭
月
番
に
し
て
家
數
七
八
軒
ゟ
貳
拾
軒
位
も
一
講
に
し
て
酒
飯
手
軽
な
る
肴
に
て
一
日
祭
り

候
、
閏
月
に
ハ
浦
方
ゟ
祭
り
候
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
同
文
中
の
「
荒
神
祭
」
が
件
の
「
牛
祭
」
に
該
当
す
る
こ
と
を

確
認
で
き

（
（1
（

る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
「
牛
祭
」
が
、
筆
者
の
論
議
の
核
心
に
あ
る
「
牛
灯
」
と
同
じ
内
容
の
も
の
か
ど
う
か
は
、
依
然
と
し
て
詳
ら

か
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
か
な
り
大
き
な
ず
れ
が
あ
り
そ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
も
一
切
拘
わ
ら
ず
、
筆
者
は
こ
の
「
牛

祭
」
に
シ
イ
の
概
念
と
牛
灯
行
事
が
初
発
し
た
直
接
の
契
機
を
見
出
し
た
い
―
追
っ
て
、
順
次
論
拠
を
挙
げ
て
詳
し
く
考
察
を
重

ね
て
行
く
。
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4
．
矛
盾
を
矛
盾
と
し
な
い
エ
ー
ト
ス

　

と
こ
ろ
で
、
Ａ
・
Ｂ
2
つ
の
引
用
文
の
間
で
、
寛
永
二
年
の
家
畜
の
疫
病
流
行
時
に
死
ん
だ
家
畜
、
並
び
に
五
島
で
買
い
付
け
た

家
畜
が
「
牛
」
な
の
か
「
牛
馬
」
な
の
か
に
つ
い
て
、
完
全
に
齟
齬
を
来
し
て
い
る
と
い
う
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
重
大
な
事
実

を
確
認
し
、
そ
れ
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
原
因
の
見
極
め
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
何
か
を
論
じ
る
類
の
懈
怠
は
、
さ
ら

に
混
乱
に
次
ぐ
混
乱
を
招
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
「
引
用
文
Ｂ
」
も
、
村
が
「
五
百
六
十
五
匹
所
持
の
と
こ
ろ
五
百
五
十
九
匹
病
死
し
て
、
残
り
六
匹
に
な
つ
た
」
と
す
る
。
そ
れ

ら
の
頭
数
は
、
い
ず
れ
も
「
引
用
文
Ａ
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、「
牛
馬
を
買
い
入
れ
の
た
め
、
五
島
へ
行

つ
た
」
と
明
言
す
る
文
脈
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
頭
数
は
牛
馬
を
合
わ
せ
た
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
、
最
も
妥
当
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
「
引
用
文
Ｂ
」
は
、「
俄
か
に
牛
馬
が
澤
山
斃
れ
、
諸
民
も
亦
多
く
病
ん
だ
」
こ
と
、
つ
ま
り
人
も
大
勢
病
み
つ
き
、

牛
も
馬
も
ま
た
大
量
死
し
た
極
限
的
な
状
況
を
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
に
も
そ
う
で
あ
れ
ば
、
牛
の
大
量
死
（
牛
疫
）
だ
け

に
言
及
す
る
「
引
用
文
Ａ
」
の
内
容
と
は
、
決
定
的
に
相
容
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
引
用
文
Ｂ
」
は
、「
引
用
文
Ａ
」
の

ご
と
く
「
牛
疫
が
流
行
」
し
た
記
録
と
す
ら
見
做
し
難
く
な
る
。

　

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
大
津
郡
志
』
は
何
故
か
そ
の
絶
対
的
な
急
所
を
完
全
に
度
外
視
し
て
全
く
聊
か
も
省
な
い
。
そ
の
結
果
、

実
に
居
心
地
の
悪
い
違
和
感
が
、
読
後
も
ず
っ
と
蟠
り
続
け
て
消
え
な
い
。
こ
の
幾
重
に
も
不
可
解
な
謎
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

牛
燈
と
柱
松
の
相
互
関
係
を
巡
る
考
察
は
即
座
に
空
転
し
始
め
、
必
然
的
に
思
考
停
止
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
焦
点
を
敢
え
て
こ
う
絞
り
込
み
た
い
。「
引
用
文
Ｂ
」
の
勘
所
は
、「
寛
永
三
年
戌
八
月
、
向
津
具
村
中
牛
馬
安
全
守
神

歡
請
荒
神
社
〆
り
書
之
事
」
と
い
う
表
題
の
在
地
文
書
の
権
威
を
別
格
視
し
て
、
そ
の
内
容
の
権
威
を
強
く
前
景
化
す
る
文
体
を
採
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っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
名
称
が
示
す
通
り
、
同
文
書
の
眼
目
は
荒
神
社
の
牛
祭
運
営
上
の
合
意
事
項
、
つ
ま
り
「
地
方
12
集
落
月

番
・
浦
方
閏
月
番
制
」
と
呼
び
得
る
約
定
に
あ
る
。『
大
津
郡
志
』
は
、
そ
の
文
字
記
録
の
存
在
を
喧
伝
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

他
方
「
引
用
文
Ａ
」
は
、
論
拠
を
提
示
す
る
必
要
性
を
問
題
に
す
る
素
振
り
も
全
く
な
く
、
村
人
が
自
ず
と
共
有
し
て
来
た
歴
史

的
な
事
実
認
識
を
信
頼
し
て
気
楽
に
語
る
と
い
っ
た
体
の
実
直
な
文
体
で
あ
る
。
繰
り
返
せ
ば
、
家
畜
の
頭
数
の
み
を
挙
げ
て
い
る

の
は
、
何
の
疑
い
も
無
く
皆
牛
だ
と
自
明
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。
な
お
、
鉄
村
の
享
年
を
八
九
と
し
た
の
は
高
齢
死
の
大
雑
把
な
強

調
で
あ
り
、
こ
れ
も
瑣
末
な
論
拠
の
提
示
に
拘
泥
し
な
い
民
衆
的
な
鷹
揚
さ
の
ゆ
え
だ
と
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
牛

疫
で
辛
酸
を
舐
め
尽
く
し
た
、
体
験
的
で
核
心
的
な
諸
事
実
の
認
識
は
具
体
的
、
且
つ
堅
固
で
、
迷
い
も
破
綻
も
無
い
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、『
大
津
郡
志
』
が
敢
え
て
「
引
用
文
Ｂ
」
を
後
半
部
に
載
せ
て
自
ら
再
論
を
試
み
た
理
由
が
何
だ
っ
た
の

か
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
よ
う
。
そ
の
編
集
方
針
に
は
、
件
の
文
書
を
こ
こ
で
徐
に
持
ち
出
し
て
「
引
用
文
Ａ
」
を
上
書
き
し
、

「
引
用
文
Ｂ
」
に
格
別
の
権
威
を
付
与
す
る
企
図
が
あ
っ
た
、
と
見
れ
ば
謎
が
氷
解
す
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
で
も
な
お
解
し
が
た
い
の
が
、
文
献
史
学
者
な
ら
誰
も
が
真
先
に
問
題
視
す
る
は
ず
の
事
実
認
識
上
の
決
定
的
な
齟

齬
（
牛
／
牛
馬
）
に
拘
泥
し
な
い
、『
大
津
郡
志
』
の
論
述
に
独
特
な
固
陋
さ
で
あ
る
。
関
連
し
合
う
諸
事
実
を
示
し
て
擦
り
合
わ

せ
、
必
要
な
ら
ば
補
助
線
と
な
る
べ
き
論
理
を
大
胆
に
仮
説
す
る
等
、
歴
然
た
る
齟
齬
の
解
消
に
腐
心
す
る
姿
勢
は
全
く
何
処
に
も

窺
え
な
い
。
逆
に
、
Ａ
・
Ｂ
の
内
容
を
遠
く
隔
て
て
別
々
に
ポ
ン
と
投
げ
出
し
て
済
ま
せ
て
い
る
。
天
真
爛
漫
と
も
言
う
べ
き
、
自

家
撞
着
の
自
覚
の
こ
の
絶
対
的
な
欠
如
が
、
逆
に
筆
者
を
圧
倒
し
て
た
じ
ろ
が
せ
、
誠
に
鮮
烈
な
印
象
を
残
し
た
。

　

編
集
方
針
の
こ
の
不
可
解
さ
は
、
当
然
の
不
可
解
を
別
段
不
可
解
と
は
感
じ
な
い
、『
大
津
郡
志
』
に
固
有
な
「
視
線
」
に
由
来
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す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
視
線
に
内
在
す
る
偏
差
、
ま
た
は
（
意
識
さ
れ
ざ
る
）「
常
識
」
の
解
明
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

一
つ
の
手
立
て
は
、
次
の
ご
と
く
大
胆
に
想
定
し
て
み
る
こ
と
だ
。
地
元
は
牛
疫
の
熾
烈
な
歴
史
体
験
の
共
有
に
基
づ
く
口
碑
を

長
ら
く
共
有
し
、
そ
の
内
容
（「
引
用
文
Ａ
」）
は
無
条
件
に
自
明
視
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
萩
原

―
や
山
崎
徳
三
郎
等
の

『
大
津
郡
志
』
編
集
関
係

（
（（
（

者

―
は
学
術
的
な
問
題
意
識
か
ら
そ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
資
料
調
査
で
そ
の
存
在
を
知
っ
た
古
文
書
の

内
容
（「
引
用
文
Ｂ
」）
が
そ
の
口
碑
を
裏
付
け
る
決
定
的
な
権
威
で
あ
る
と
認
め
、
そ
れ
を
宣
揚
す
る
こ
と
に
『
大
津
郡
志
』
刊
行

の
大
義
の
一
端
を
見
出
し
た
、
と
。

　

換
言
す
れ
ば
、『
大
津
郡
志
』
刊
行
関
係
者
は
、
口
碑
と
古
文
書
を
相
互
補
完
的
に
で
は
な
く
、
上
下
二
層
化
し
て
評
価
す
る
価

値
観
に
基
く
態
度
を
内
面
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
口
碑
と
文
書
間
の
「
牛
／
牛
馬
」
に
関
す
る
歴
然
た
る
齟
齬
を
度

外
視
し
、
文
書
の
内
容
を
全
面
肯
定
し
て
全
く
異
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
権
威
的
で
文
献
至
上
主
義
的
な
視
線
は
、『
大
津
郡
志
』

が
体
現
し
た
当
時
の
現
地
の
知
的
な
エ
ー
ト
ス
を
映
す
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
、「
引
用
文
Ｂ
」
は
（
筆
者
が
一
旦
想
定
し
て
も
み
た
よ
う
な
）
い
か
に
も
冗
長
で
単
純
な
繰
り
返
し
な
ど
で
は
毛
頭
な

く
、
明
快
で
敢
然
た
る
意
図
の
下
で
周
到
に
配
置
さ
れ
た
の
だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
寛
永
三
年
戌
八
月
、
向
津

具
村
中
牛
馬
安
全
守
神
歡
請
荒
神
社
〆
り
書
之
事
」
と
い
う
地
元
の
歴
史
文
献
は
、
村
民
の
誰
も
が
先
祖
の
牛
疫
経
験
だ
と
自
認
す

る
口
碑
（「
引
用
文
Ａ
」）
を
裏
書
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
、
識
字
的
な
（
つ
ま
り
学
術
的
に
）
上
位
の
権
威
だ
と
見
て
絶
対
視
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
鉄
村
和
尚
の
関
与
に
関
し
て
も
、
現
れ
て
は
即
座
に
消
え
去
る
（「
物
」
な
ら
ざ
る
）
声
（
口
碑
）
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、「
物
」
と
し
て
時
を
超
え
て
存
在
し
続
け
て
保
証
す
る
文
字
媒
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
同
文
書
の
権
威
を
絶
対
視
し
て
前
景
化
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し
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
大
津
郡
志
』
は
、
共
有
の
世
間
知
で
あ
る
口
碑
の
民
衆
的
な
記
憶
と
し
て
の
知
恵
を
『
大
津

郡
志
』
内
に
文
字
化
し
て
留
め
て
一
旦
確
保
し
た
う
え
で
、
古
い
文
字
資
料
で
さ
ら
に
二
重
に
権
威
付
け
よ
う
と
し
た
、
と
判
断
で

き
そ
う
だ
。
い
わ
ば
遮
眼
帯
を
装
着
し
た
よ
う
な
そ
の
文
体
と
「
論
理
」
の
一
途
さ
は
、
当
時
の
一
つ
の
エ
ー
ト
ス
の
あ
り
方
と
し

て
誠
に
印
象
深
い
。

　

た
だ
し
、
そ
の
代
償
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
学
術
論
文
、
つ
ま
り
識
字
的
な
高
文
化
の
一
形
式
を
採
る
小
稿
の
中
で
、
筆
者
が

繰
り
返
し
執
拗
に
問
題
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
通
り
、『
大
津
郡
志
』
は
歴
史
書
と
し
て
の
信
憑
を
自
ら
大
き
く
棄
損
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
何
を
価
値
と
し
て
最
重
視
す
る
か
は
、
無
論
、
価
値
観
の
違
い
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
非
中
立
性
に
こ
そ
「
身
を
隠
す

こ
と
で
身
を
現
す
」
文
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
介
在
し
て
働
く
余
地
が
潜
ん
で
い
る
。
人
類
学
は
、
こ
こ
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
エ
ー

ト
ス
を
捉
え
て
背
後
の
「
文
化
」
を
浮
き
彫
り
に
し
、「
シ
イ
を
捕
ら
え
る
」
手
筈
を
整
え
る
の
で
あ
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
先
に
見
た
貝
原
益
軒
の
二
つ
の
著
書
（
そ
れ
ぞ
れ
手
稿
本
と
刊
本
）
と
そ
れ
に
対
す
る
文
人
た
ち
の
関
り
方
を

こ
こ
で
の
議
論
に
重
ね
合
わ
せ
、
筆
者
が
目
指
す
エ
ス
ノ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
方
向
性
を
確
認
す
る
一
助
と
し
て
欲
し
い
。

　

日
本
人
は
、
日
本
の
歴
史
や
民
俗
を
一
体
ど
う
描
い
て
き
た
の
か
。
そ
の
あ
り
方
は
―
仮
に
同
時
代
の
同
じ
階
層
の
人
々
の
手

に
な
っ
た
と
し
て
も
―
決
し
て
一
様
で
は
あ
り
得
ず
、
個
々
の
視
線
に
応
じ
て
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
無
論
、
識
字
層
と

非
識
字
層
と
で
は
、
ど
の
時
代
で
も
物
事
の
捉
え
方
の
懸
隔
は
大
き
く
、
こ
の
面
で
は
構
造
的
な
開
き
で
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以

上
、
個
々
の
資
料
の
叙
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
極
力
質
的
で
批
判
的
な
検
証
を
経
て
か
ら
課
題
を
見
出
し
、
論
述
の
出
発
点
を
設

定
す
る
べ
き
だ
と
信
じ
る
。

　

本
節
で
、
進
む
べ
き
方
向
性
の
大
要
を
仔
細
に
示
し
た
通
り
、
小
稿
は
こ
れ
か
ら
も
な
お
、
非
識
字
的
な
庶
民
文
化
に
於
け
る
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「
声
」
と
識
字
的
な
高
文
化
に
於
け
る
「
文
字
」
と
の
間
に
存
在
す
る
思
考
様
式
や
メ
デ
ィ
ア
の
質
的
な
差
異
に
強
く
着
目
し
て
、

論
旨
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

�

〔
以
下
、
次
号
掲
載
の
後
編
に
続
く
〕

《
注
》

（
1
）
た
だ
し
、
こ
の
時
代
に
大
き
く
先
ん
じ
て
始
ま
る
人
間
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
日
本
へ
の
波
及
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
事
情
が
異
な
る
。
こ
の
場
合
、
人
々
の
直
接
的

な
交
流
と
往
来
に
よ
る
接
触
が
感
染
の
主
因
と
な
る
の
で
、
古
代
か
ら
の
外
交
の
拠
点
で
あ
る
大
宰
府
を
擁
す
る
博
多
湾
沿
岸
と
そ
の
近
傍
が
、
一
貫
し
て
文
明
交
流

の
正
負
両
面
を
代
表
し
た
。
す
な
わ
ち
、
欽
明
天
皇
一
三
年
（
五
五
二
）
の
（
疱
瘡
、
つ
ま
り
天
然
痘
と
推
定
さ
れ
る
）「
疫
病
」
流
行
や
、
明
確
な
記
録
に
残
る
最

古
の
例
で
あ
る
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
疱
瘡
の
流
行
に
も
、
そ
の
事
情
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
天
然
痘
（
人
痘
）
を
安
全
且
つ
確
実
に
予
防
す
る
た
め
に
牛
痘
ウ
ィ

ル
ス
を
接
種
す
る
医
療
技
術
も
ま
た
、
近
世
期
の
外
交
の
主
た
る
窓
口
だ
っ
た
長
崎
の
出
島
を
介
し
て
初
め
て
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

（
2
）
こ
こ
で
注
意
し
て
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
我
が
国
で
は
「
寛
永
牛
疫
」
と
「
寛
文
牛
疫
」
の
二
度
の
大
流
行
時
の
経
験
を
通
じ
て
西
日
本
の
農
民

が
初
め
て
馬
耕
を
編
み
出
し
た
事
実
で
あ
る
。

（
3
）
筆
者
は
、
最
初
こ
の
「
シ
イ
！
」
の
掛
け
声
が
一
種
の
語
源
俗
解
で
あ
ろ
う
と
い
う
謝
っ
た
判
断
を
下
し
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
二
八
）
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

（
4
）
な
お
、
筆
者
が
周
防
・
長
門
両
国
の
シ
イ
信
仰
の
特
徴
を
抽
出
し
て
論
じ
た
際
に
、「
①
シ
イ
が
犯
す
の
は
、
全
時
代
を
通
じ
、
一
貫
し
て
牛
の
み
で
あ
る
」（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
、
四
二
）
と
し
た
の
は
、
聊
か
自
説
に
都
合
の
よ
い
判
断
で
あ
り
、
早
計
に
過
ぎ
た
。
そ
の
後
、
先
に
書
い
た
「
悪
循
環
」
に
苛
ま
れ
、
身
の
不
明
に
気

付
く
こ
と
に
な
っ
た
。
お
詫
び
し
て
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

（
5
）
こ
こ
で
も
、
前
稿
の
修
正
を
要
す
る
。「
同
年
の
牛
の
流
行
病
蔓
延
時
に
周
防
国
山
口
か
ら
筑
前
国
志
摩
郡
の
野
北
村
を
偶
々
訪
れ
た
一
神
官
の
使
者
が
」
云
々
（
小

馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
一
二
）
と
書
い
た
の
は
、
不
適
切
だ
っ
た
。「
偶
々
」
で
は
な
く
、
類
似
の
事
象
が
先
に
長
州
藩
域
で
生
じ
て
い
た
こ
と
を
知
る
筑
前
国
側
の

関
係
者
の
た
っ
て
の
要
請
を
受
け
て
、
山
口
大
神
宮
の
神
官
が
送
っ
た
使
い
の
者
が
到
着
し
て
、
シ
イ
の
被
害
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
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守
護
大
名
大
内
氏
は
、
防
長
両
国
の
み
な
ら
ず
、
両
豊
・
両
筑
一
帯
を
長
ら
く
支
配
し
、
博
多
を
東
ア
ジ
ア
へ
の
窓
口
と
し
て
最
重
視
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、

伝
統
的
に
か
な
り
強
い
一
体
性
が
存
在
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

（
6
）
こ
の
両
村
は
、
シ
イ
信
仰
の
正
系
地
域
（
防
長
両
国
、
他
）
と
傍
系
地
域
（
筑
後
国
・
肥
後
国
）
を
繫
ぐ
「
失
わ
れ
た
鐶
」
で
あ
る
鉄
村
玄
鷟
が
第
18
世
住
持
を
務

め
た
長
門
国
前
大
津
宰
判
の
深
川
村
湯
本
に
あ
る
曹
洞
宗
の
大
寧
寺
を
挟
ん
で
、
南
北
に
位
置
す
る
大
村
で
あ
る
。
し
か
も
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
中
で
も
、
シ

イ
と
牛
灯
に
関
す
る
格
段
に
詳
細
で
重
要
な
事
情
が
見
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
両
村
の
項
で
あ
る
。

（
7
）
豊
北
町
は
、
旧
長
州
本
藩
の
先
大
津
宰
判
と
支
藩
長
府
藩
の
領
地
が
細
か
く
入
り
組
ん
で
い
る
。
神
玉
村
は
『
防
長
風
土
注
進
案
』
で
は
先
大
津
宰
判
の
神
田
上
村

に
当
た
る
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
は
「
他
村
に
無
之
風
俗
ハ
無
御
座
候
」
と
し
、
シ
イ
に
関
連
す
る
こ
と
は
何
も
出
て
い
な
い
。『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
は
、
村
ご

と
に
記
載
内
容
の
選
定
に
必
ず
し
も
厳
密
な
一
定
の
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
神
田
上
村
に
限
ら
ず
、
他
村
と
変
わ
る
風
俗
が
無
い
と
記
す
他
の
村
々
で
も
、
牛

燈
・
柱
松
等
シ
イ
に
関
す
る
民
俗
が
見
ら
れ
た
場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
8
）
室
津
浦
は
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
元
の
使
者
が
こ
こ
に
上
陸
し
て
捕
ら
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
と
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

土
地
で
あ
る
。
こ
の
一
事
に
も
、
長
門
国
北
西
部
と
大
陸
・
半
島
と
の
歴
史
的
に
近
い
相
互
関
係
の
一
端
が
よ
く
窺
え
る
。

（
9
）
本
名
は
萩
原
新
市
。
新
生
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
作
家
・
地
方
史
家
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
山
口
県
大
津
郡
深
川
村
生
ま
れ
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
萩
中
学

校
を
卒
業
し
、
深
川
小
学
校
教
員
と
な
る
。
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）、
作
家
を
志
望
し
て
上
京
、
雑
誌
編
集
に
も
携
わ
る
。
翌
年
処
女
作
『
土
の
力
』
を
発
表
し

た
後
、
多
く
の
作
品
を
残
し
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
東
京
で
没
し
た
。
第
2
次
世
界
大
戦
中
、
暫
く
平
凡
社
で
百
科
事
典
の
編
集
・
校
正
に
従
事
。
昭
和
二
〇

年
（
一
九
四
五
）
疎
開
の
た
め
深
川
町
に
帰
郷
、『
大
津
郡
志
』
刊
行
会
を
組
織
。
地
元
の
郷
土
史
研
究
家
山
崎
徳
三
郎
等
の
協
力
を
得
、
萩
原
の
著
作
と
し
て
同
二

四
年
（
一
九
四
九
）『
大
津
郡
志
』
を
刊
行
。

（
10
）
た
だ
し
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
見
る
荒
神
祭
の
具
体
的
な
内
容
は
、
何
事
も
質
素
倹
約
を
以
て
旨
と
す
る
藩
政
改
革
を
経
た
時
代
の
も
の
で
、
極
め
て
質
実
で
あ

る
。
無
論
、
村
に
も
質
素
倹
約
を
励
行
し
て
い
る
こ
と
を
上
申
し
て
、
藩
庁
の
意
を
得
る
意
図
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
記
事
か
ら
寛
永
三
年
当
時
の

荒
神
祭
（
牛
祭
）
の
実
情
を
仔
細
に
窺
い
知
る
こ
と
は
困
難
と
言
え
る
。

（
11
）
注
（
9
）
を
参
照
の
こ
と
。
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